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＜＜＜＜第第第第１１１１号議案号議案号議案号議案＞＞＞＞    

    

平平平平    成成成成    ２１２１２１２１    年年年年    度度度度    事事事事    業業業業    報報報報    告告告告    書書書書    

    

【【【【総総総総        括括括括】】】】    

§§§§先先先先のののの見見見見えないえないえないえない景気回復景気回復景気回復景気回復    ～～～～消消消消えないえないえないえない二番底二番底二番底二番底のののの懸念懸念懸念懸念§§§§    

   未曾有の経済危機から 1年半以上経過し、景気は持ち直してきたと言われるものの、雇用改善は遅

れデフレ脱却の見通しは立たず、効果的な対策を講じない限り二番底の懸念は消えません。 

９月に発足した新政権により「コンクリートから人へ」と公共事業の見直しが行われ、補正予算の

一部が執行停止され平成２２年度予算の公共事業費も前年比１８％減と大幅に削減されました。横浜

市の新年度予算も不況による税収不足と国の公共事業費削減の影響により施設整備費は１，６７０億

円と前年の約１８％減となり、地域建設産業への影響と景気回復の遅れが気がかりです。 

   厳しい経営環境におかれて、これまでの３年間、当協会は会員の退会が入会を上回り減少に歯止め

がかからず、平成２１年度末の会員数も前年より１２社減少して２８２社となりました。 

 

§§§§公共工事公共工事公共工事公共工事のののの適正価格適正価格適正価格適正価格でのでのでのでの契約契約契約契約にににに向向向向けけけけたたたた取取取取りりりり組組組組みみみみ§§§§    

   予定価格の事前公表と低価格競争との関連性を検証するため、平成２０年１２月から予定価格事後

公表の試行実施を開始し、平成２１年度も継続して行いました。これまでの試行結果からは低価格競

争との関連性は明白ではなく、平成２２年度も件数を増やして試行を継続し検証するとしています。

工事入札における適正な競争を阻害している事前公表の早急な廃止が望まれます。 

   昨年５月、横浜市に対して、地域建設業の持続的発展を図るため予定価格事前公表の廃止や最低制

限価格の引き上げを行うなど適正価格での工事契約を推進するよう要望しました。この要望を受けて

横浜市は７月より最低制限価格の算出式を改正し、上限を予定価格の９０％に引き上げました。 

   横浜市発注の工事について受注者が不当に不利益を蒙ることがないよう、工事請負契約における片

務性を是正するため、横浜市関係部局と協議を続け、工事請負契約履行の現状を訴え解決策を講じる

よう要望してきましたが大きな進展は見られず、新年度の重要課題として残されています。 

 

§§§§地域建設業活性化地域建設業活性化地域建設業活性化地域建設業活性化にににに向向向向けたけたけたけた新新新新しいしいしいしい仕事仕事仕事仕事さがしさがしさがしさがし§§§§    

停滞気味の地域建設業に活力を生むため、異業種、建設関連団体、行政機関等と連携・協働し建設

業の枠に捉われない新しい事業の創出に向けて取り組みました。 

そのひとつは国の補助事業「建設業と地域の元気回復事業」の認定を受けた商店街との連携による

地域活性化事業で、横浜市および商店街総連合会と連携してヨコハマ商建連携推進協議会を発足させ、

大倉山商店街をモデル商店街に選定してスタートしました。連携事業は地域の課題やニーズを把握し
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ながら、集客イベント、地域ブランド作り、まちづくり提案など建設業の人材・資機材、ノウハウを

活用した協働事業を試行的に実施します。平成２１年度は「１５０円商店街」など大倉山商店街のイ

ベントを支援するとともに、大倉山地域限定のブランド作りを目指して商店街での養蜂事業の検討を

続け、３月に大倉山商店街の「ハチミツ作り」がスタートしました。 

横浜市および建築設計協同組合と連携して設立したヨコハマ発環境住宅研究会は年間を通して研究

会を開催し、地球温暖化に対応した住まいづくりの検討・研究を行ってきました。１月、商建連携事

業とタイアップして港北区内大倉山周辺の小学生を対象に「地球にやさしいまちづくり・いえづくり

アイデアコンクール」を実施しました。独創的なアイデアが多数寄せられ、今後、大倉山のまちづく

りやヨコハマ発環境住宅の取り組みに生かしていきます。 

 

§§§§新新新新たなたなたなたな社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動    ～～～～地域地域地域地域のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心をめざしてをめざしてをめざしてをめざして§§§§    

平成２１年度も「義務を果たして権利を主張」を合言葉に、災害時の応急点検・復旧活動、防災訓

練など防災活動、道路・駅前広場やカーブミラーの清掃などボランティア活動、区民まつりへの参加

など各区会が中心になって社会貢献活動に取り組みました。 

「防犯子ども１１０番活動」は会員事業所の自主的な防犯パトロールや啓発活動、声かけ運動など

を行ってきましたが、区会ぐるみで組織的に活動して成果をあげるため青色防犯パトロールに取り組

むことになり、本年１月に「出発式」を行い、実施体制が整った区会から青色防犯パトロールを開始

しました。青色回転灯を装備した車両による定期的なパトロールで犯罪抑止効果が高まるため、当協

会の取り組みに各方面から大きな期待が寄せられています。 

 

§§§§横浜開港横浜開港横浜開港横浜開港１５０１５０１５０１５０周年周年周年周年記念記念記念記念事業事業事業事業へのへのへのへの協賛協賛協賛協賛§§§§    

横浜市および関連団体が実施する『開国博Ｙ１５０』など横浜開港１５０周年記念事業に協賛しま

した。「開国博Ｙ１５０」ヒルサイドエリア会場の市民の企画による「土木のお祭り２００９」の趣旨

に賛同し協賛しました。横浜の港やまちをつくり市民の生活を支えてきた「土木の仕事」を市民に知

ってもらおうと５日間にわたって開催したイベントで、各区会の会員企業から述べ２００人以上が参

加して運営にあたり、約５，０００人の市民が来場し、建設重機の試乗や花壇作り、クイズを楽しみ、

土木の仕事に触れ合いました。     

 またベイサイドエリア会場の『Ｙ１５０トゥモローパーク』では市内の建設関連団体と協力して、

ゴーヤの緑で覆われた“パーゴラ”の休憩コーナーを設置して炎天下の来場者に憩いの場所を提供し、

子どもも楽しめるイベントを行いました。 

「開国博Ｙ１５０」関連以外では、横浜市道路局の「日本大通りフラワーアートフェスティバル」、

赤い靴記念文化事業団の“赤い靴はいてた女の子像ＵＳＡ”建設事業に協賛しました。 
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（単位：社）

増 減

鶴　見 23232323 2222 25252525

神奈川 18181818 1111 17171717

西 12121212 3333 9999

中 24242424 2222 22222222

南 15151515 1111 1111 15151515

港　南 24242424 1111 23232323

保土ヶ谷 20202020 1111 19191919

旭 18181818 1111 2222 17171717

磯　子 27272727 3333 24242424

金　沢 9999 9999

港　北 16161616 2222 3333 15151515

緑 15151515 1111 16161616

青　葉 14141414 1111 1111 14141414

都　筑 12121212 2222 10101010

戸　塚 18181818 1111 17171717

栄 8888 8888

泉 8888 1111 7777

瀬　谷 13131313 2222 15151515

計 294294294294 10101010 22222222 282282282282

（平成22年3月31日現在）

区会別 期首会員数
異　　動

期末会員数

会　員　状　況

 

 

会員異動内訳 

入  会 ㈱カネミツ建設、横浜フィールド㈲、㈱中原建設、大永建設工業㈱、八起管工㈲、 

㈱三洋クリエイト、㈱京浜テック、今井建設㈱、㈱アイ・アメニテイー、晃陽電設㈱ 

      
退  会 京浜工業㈱、㈲松川工務店、京浜興業㈱、立川開発工業㈱、酒井建設㈱、㈱クワハラ、 

㈱鳶正、㈱エヌシー、㈱山一建設、田中建設㈱、芦澤建設㈱、リバースチール㈱、 

㈱栄幸建設、㈱関工務店、大智建設㈱、㈱安藤工務店、㈲中田建設、大五建設㈱、 

㈱田村建設、㈱高橋組、三輝建設㈱、㈱横山工務店 
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事業事業事業事業のののの内容内容内容内容（以下敬称略） 
 

第第第第 1111    企業振興活動企業振興活動企業振興活動企業振興活動    

  

１．地域建設産業活性化推進事業 

  地域建設産業の活力を再生するため、商店街との連携による地域活性化事業および環境に配慮したま

ちづくり・いえづくり推進事業の具体的な展開を図りました。 

 建設業と商店街との連携事業は全国初の試みで、国の補助事業「建設業と地域の元気回復事業」に選

ばれ、横浜市および商店街総連合会とともに「ヨコハマ商建連携推進協議会」を結成し、モデル商店街

を選定し、商店街活性化に向けた事業を試行実施してきました。 

 環境に配慮したまちづくり・いえづくり事業は横浜市、横浜市建築設計協同組合、横浜建設業協会が

設置した「ヨコハマ発環境住宅研究会」が脱温暖化モデル住宅のプラン作りや環境住宅の普及に向けて

取り組んできました。 

（１）商店街と建設業の連携による地域活性化事業 

① ヨコハマ商建連携推進協議会の発足 

横浜市商店街総連合会、横浜市とでヨコハマ商建連携推進協議会を発足し、モデル商店街を選定

し建設業の資機材やノウハウを活用して、集客イベント、地域ブランド作り、まちづくり提案など

商店街の活性化に向けたモデル事業を先行実施します。 

<日時> 平成２１年６月１２日（金）午前１０時 

<場所> 横浜建設業協会５０１号会議室 

<内容> ＊協議会設立の趣旨説明 

規約、地域活性化事業計画、モデル商店街の公募・選定基準の審議 

＊役員の選出 (会 長) 工藤次郎横浜建設業協会会長、 

(副会長) 石川清貴横浜市商店街総連合会副会長 

② 商建連携モデル事業がスタート 

連携事業の第一弾はモデル商店街の大倉山商店街の集客イベントの支援で、横浜開港１５０周年

記念『１５０円商店街』のイベントを港北区会が協力しました。 

<日時> 平成２１年１０月１０日（土）午前１０時～ 

<１５０円商店街の特別イベント>  

      １５０円ヘアカットショー  お菓子の家を作っちゃおう  屋台 

<横浜建設業協会港北区会の協力> 

 協会キャラクターの着ぐるみ初出動  住いの相談コーナー イベント舞台の設営    

商店街との交流を深めるため、イベント支援に重点をおき、「大倉山住居表示完了記念」イベン

トでも建設重機の試乗会や住まいの相談会を実施しました。 

③ 大倉山商店街の「ハチミツ」作り  （地域ブランドづくり） 

都市型養蜂事業「銀座ミツバチプロジェクト」の成功事例を研究・検討し、３月から大倉山で養

蜂事業の試行実施を開始しました。商店街や建設会社のビルの屋上や遊休地を活用してミツバチを

飼育し、「ハチミツ」を大倉山地域限定ブランドとして商店街のお菓子屋さんやレストランで活用

します。 
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 次年度のモデル事業として、商店街の空き店舗や建設会社の遊休施設を活用する「野菜工場」や

放置自転車問題を解決する「まちづくり提案」などを検討しました。  

（２）環境に配慮したまちづくり・いえづくり推進事業 

   ヨコハマ発環境住宅研究会は毎月定例的に研究会を開催し、地球温暖化に対応する環境配慮型住

宅の普及を目指し、事業化に向けて研究・検討を行いました。 

   研究会メンバーの建築設計協同組合と横浜建設業協会は「地球にやさしいまちづくり・いえづく

り実行委員会」を立ち上げ、商建連携事業とタイアップして、大倉山周辺地区の小学生を対象に「地

球にやさしいまちづくり・いえづくりアイデアコンクール」を実施し、５６９点もの多数の作品の

応募がありました。 

  ＜地球にやさしいまちづくり・いえづくりアイデアコンクール＞ 

テ ー マ：地球にやさしいまち・住いのアイデアを提案 

募集期間：平成２２年１月６日(水)～１月３１日(日) 

募集対象：港北区内の小学生 

審 査 員：山崎洋子（作家）、横浜建設業協会会長 工藤次郎ほか 

   ＜アイデアコンクール表彰式＞  

日時：平成２２年２月２０日(土)午前１０時５０分 

会場：第２２回大倉山観梅会会場（大倉山公園梅林特設ステージ） 

表彰：入選作品１９点（最優秀賞１点、優秀賞３点、特別賞３点、入選１２点） 

今後、環境住宅研究会はパッシブソーラーを最大限に活用した横浜発の省エネ住宅の仕様書作成を

計画しており、アイデアコンクールの成果を仕様書に反映します。 

 

２．公共工事の適正価格での契約に向けた取り組み 

（１）横浜市の緊急経済対策 

世界同時不況により景気は急激に落ち込み、横浜市は平成２１年度予算に中小企業への資金繰り

対策の拡充、市民生活の安定、社会資本の長寿命化を柱とする緊急経済対策を盛りこみました。 

社会資本の長寿命化は中小企業の事業量確保や雇用の安定を目的に、主に市内業者に発注する公

共施設の維持修繕にかかる事業量を拡充し、今後増大する社会資本の維持更新費用の軽減を図るも

のです。平成２１年度予算で道路修繕費、学校特別営繕費、公園整備費の約４３億９千万円が計上

され、一部はゼロ市債を設定して新年度にすぐ着工し前払いを可能とし、中小建設業の事業量確保

に寄与しました。 

 （２）横浜市入札・契約制度の改善に向けた取り組み 

緊急経済対策により公共工事の受注機会が増えても、激しい競争により最低制限価格ギリギリの

受注を強いられ、工事の採算性は悪化し建設企業の経営を圧迫しています。地域建設業の存続の危

機とも言える状況に置かれ、平成２１年５月、横浜市に対して予定価格事前公表の廃止、最低制限

価格の引き上げ、予定価格の適正な設定など適正価格での工事契約に向けた措置を講じるよう要望

しました。横浜市は国の低入札調査基準価格の見直しに準じて、７月より最低制限価格および調査

基準価格の算出式を改正し、上限を予定価格の９０％に引き上げました。 

平成１６年度に入札制度が大幅に改正されてから一貫して予定価格事前公表の廃止を訴えてきま

した。平成２０年度から２ヵ年度にわたり予定価格の事後公表が試行されましたが、落札率に大き
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な差がなく事前公表と低価格競争との関連性は明らかではないとし、新年度も試行が継続されるこ

とになりました。予定価格の事前公表により最低制限価格に合わせた入札が行われ、入札参加者の

正常な積算意欲を低下させ適正な競争を阻害するなど、公共工事の競争入札の根幹を揺るがす弊害

があり、今後も事前公表の取り止めを要望していきます。 

 

３．横浜市各関係部局との対話会 

（１）横浜市公共事業調査室実務者との対話会                                                          平成21年4月28日 

    出席者：当局側  課長以下        5名  

        協会側  副会長、土木委員会   5名 

テーマ：① 横浜市工事設計変更事務取扱要網の施行について  

② 設計変更・条件変更について 

③ ワンデーレスポンス導入及び工事一時中止に係るガイドラインの早期運用について 

④ 事前公表の即時中止及び最低制限価格の±5/1000の廃止について 

⑤ 施工実績の入札参加における差別化の撤廃について 

⑥ 土木管内工事について 

 （２）横浜市まちづくり調整局との対話会                  平成21年5月27日 

    出席者：当局側  局長以下 11名 公社 1名  

        協会側  正副会長、建築・環境委員会        11名 

議 題：① 平成21年度横浜市まちづくり調整局事業概要について  

② 質疑応答 

（３）各区土木事務所長会との対話会                                                                                平成21年7月9日 

出席者：当局側  各区土木事務所長および道路局     22名 

協会側  正副会長、区会長他        25名 

議 題：① 最近の事故事例について  

② 18区災害用資材保管場所報告について 

③ 防災作業隊の活動内容について 

④ 応急・管内工事等の発注について 

⑤ 土木のお祭りについて 

（４）横浜市行政運営調整局契約財産部との対話会                             平成21年7月28日 

出席者：当局側  部長以下              6名 

    協会側  横建協：正副会長、委員長      6名 

         神建協横浜支部：支部長、委員長   7名 

議 題：① 事業者の適正評価について 

    ② 総合評価落札方式について 

    ③ 入札ボンドの試行について 

    ④ 低価格入札対策について 

    ⑤ その他 

ア、土木事務所管内一円工事の地元企業への優先発注 

イ、公共工事の中間前払金制度の導入 
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（５）横浜市環境創造局との対話会                                                                                平成21年7月30日 

出席者：当局側  局長以下               14名 

    協会側  正副会長、土木・道路委員会     10名 

議 題：① 環境創造局事業（下水道、公園の各事業）の概要等について 

    ② 工事発注および施工の適正化について 

    ③ 検査書類の簡素化について 

    ④ ワンデーレスポンスの導入について 

（６）横浜市水道局との対話会                                                                                            平成21年8月6日 

出席者：当局側  給水部長以下                    5名 

    協会側  正副会長、土木・道路委員会     10名 

議 題：① 水道局事業の概要について 

    ② 工事発注および施工の適正化について 

    ③ ワンデーレスポンスの導入について 

    ④ 精算業務にかかる日数の短縮化について 

（７）横浜市道路局との対話会                                                                                        平成21年8月20日 

出席者：当局側  局長以下                   12名 

    協会側  正副会長、土木・道路委員会          11名 

議 題：①【緊急経済対策】道路修繕費の拡充と早期執行について 

    ② 平成21年度総合評価落札方式について 

    ③ 土木工事積算基準・標準歩掛（平成21年7月）について 

    ④ ワンデーレスポンスの試行について 

    ⑤ 道路局工事等の積算及び施工条件明示について 

    ⑥ 道路局工事等の入札条件について 

    ⑦ 設計変更について 

    ⑧ 質疑応答 

（８）地域建設業の新たな取り組みについての意見交換会         平成21年11月26日 

出席者：当局側  技監、都市整備局、まちづくり調整局、道路局、環境創造局 

                           14名 

    協会側  正副会長、委員長          12名 

議 題：① 商建連携事業の取組事例（横浜建設業協会） 

    ② 公共施設維持管理等における民間活力導入調査について 

     （横浜市まちづくり調整局、道路局）  

 

４．横浜市会、神奈川県議会各会派に対する平成２２年度予算要望 

（要望内容および回答は事業報告末尾に掲載） 

（１）横浜市会 

① 要望書提出先およびヒヤリング日程 

公明党横浜市会議員団                      平成21年6月26日 

日本共産党横浜市会議員団                    平成21年6月26日 
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民主党ヨコハマ会市会議員団                   平成21年6月 30日 

民主党横浜市会議員団                      平成21年7月  6日 

自由民主党横浜市支部連合会                   平成21年7月  7日 

② 予算要望項目(要望内容および回答は３９頁を参照) 

ア、公共事業の推進について 

イ、道路整備の促進について 

ウ、公共工事の入札・契約制度の改善について 

エ、工事施工の適正化について 

（２）神奈川県議会 

① 要望書提出先およびヒヤリング日程 

自由民主党神奈川県支部連合会                  平成21年7月8日 

民主党・かながわクラブ神奈川県議会議員団            平成21年7月31日 

② 予算要望項目(要望内容および回答は４５頁を参照)  

ア、公共事業の推進について 

イ、公共工事入札・契約制度の改善 

 

５．建築工事施工管理・監督の研修用教材の制作 

横浜建設業協会、横浜市建築設計協同組合、横浜市まちづくり調整局の３者の協働により建築工事の

適切な施工管理・監督のための研修用教材の制作に取り組み、約１年かけて完成し、建設会社・設計事

務所の指導研修責任者および横浜市の営繕担当職員に参加を呼びかけ制作発表会を開催しました。 

 教材はパワーポイントを使ったCDで、建築工事の品質向上と耐震偽装など建築に対する市民の不安

感の払拭をめざし、施工管理・監督の人材育成と建築技術の継承を図るため、設計者・施工者・行政の

３者が共有して活用するものです。建築工事に携わる会員企業にCDを頒布し、施工管理の社内研修に

活用されています。 

＜“建築工事施工管理・監督研修用教材”制作発表会＞ 

日時：平成21年7月8日（水）午後3時～4時 

場所：神奈川県建設会館 講堂 

内容：制作スタッフの紹介、制作の趣旨・経緯説明、ＣＤの活用方法の説明 

   研修用教材パワーポイントの上映 

   『建築工事の品質確保のための施工管理・監督の勘どころ』 

 

６．建築技能職業訓練校支援事業 

木造建築の伝統工法の継承を図り、建築技能後継者を育成するため、建築技能職業訓練校の校内技能

競技大会等の公的行事に対して助成金を交付するとともに、第４５回製図コンクール表彰式において優

秀な成績を修めた訓練生に対して、横浜建設業協会会長賞を授与し栄誉を讃えました。 

 

７．関連業界団体との意見交換会 

（１）横浜市建築保全公社との対話会                    平成21年6月4日 

出席者：公社  理事長以下                    10名 
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    協会  正副会長、建築・環境委員、                 8名 

議 題：① 平成21年度横浜市建築保全公社事業概要について 

    ② 質疑応答  

（２）横浜市住宅供給公社との対話会                   平成21年6月8日 

出席者：公社  理事長以下                    12名 

      協会  正副会長、建築・環境委員会、               12名 

議 題：① 平成21年度横浜市住宅供給公社事業概要について 

    ② 質疑応答 

（３）横浜市建設労働組合連絡会との懇談会                平成21年7月15日 

出席者：建設労組会長以下                     7名 

    協会 正副会長、委員長                           8名 

議 題:① (社)横浜建設業協会の平成22年度横浜市への予算要望について 

    ② 横浜市建設労働組合連絡会の平成22年度横浜市への予算要望について 

    ③ 横浜建築高等職業訓練校につい 

    ④ 「土木のお祭り2009」について 

（４）神奈川県建設機械リース業協会との意見交換会            平成21年7月21日 

出席者：安全管理局    課長以下                2名 

    リース業協会   理事以下                         2名 

         協会       副会長、安全防災委員       4名 

テーマ：大規模地震発生時等における建設機械・重機のレンタルについて 

（５）（社）横浜市電設協会との懇談会                                                           平成22年2月23日 

出席者：横浜市電設協会 理事長以下                 10名 

    協会      会長、建築・環境委員会           9名 

議 題：① 商店街と建設業の連携による地域活性化事業について 

    ② 脱温暖化モデル住宅推進事業について 

    ③ 入札契約制度の現状と課題について 

（６）（社）川崎建設業協会との懇談会                   平成22年2月24日 

出席者：川崎建設業協会  会長以下             6名 

       協会       正副会長、総務委員長       7名 

議 題：① 入札契約制度に関する要望事項について 

    ② 商店街と建設業の連携による地域活性化事業について 

    ③ 次世代への事業継承について 

    

第第第第 2222    安全管理対策安全管理対策安全管理対策安全管理対策    

            

１．横浜市公共建築工事安全パトロール 

横浜市公共建築工事における事故防止、労働衛生管理、建設廃棄物の分別・削減について点検するた

め横浜市と建設関連団体が公共建築工事安全パトロールを実施しました。 

実施場所：8現場（4班編成で実施） 
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実施団体：(社)横浜建設業協会(社)横浜市電設協会(社)神奈川県空調衛生工業会 

実施機関：横浜市行政運営調整局、横浜市まちづくり調整局 

（１）事前説明会                           平成21年10月26日 

出 席 者：67名（横浜市まちづくり調整局 14名、神奈川県空調衛生工業会 11名 

         横浜市電設協会 15名、横浜建設業協会 27名） 

内   容 ：① 平成20年度下半期及び21年度上半期公共建築工事における事故事例に 

       ついて 

      ② パトロール実施に関する説明について 

      ③ 質疑応答 

       ④ 各班別の打合せ 

（２）安全パトロールの実施                        平成21年11月11日 

 横浜市・建設３団体合同により４班編成で横浜市発注の建築工事現場８ヶ所の安全パトロー

ルを実施した。安全管理チェックリストに基づいて点検し、足場の管理、リスクアセスメント

への対応について指摘はあったが、各現場とも衛生管理について十分認識し、真剣に取り組み

良好と評価された。 

 参加者：54名（横浜市行政運営調整局4名、横浜市まちづくり調整局14名、 

        神奈川県空調衛生工業会 6名、横浜市電設協会 6名、横浜建設業協会24名） 

（３）安全パトロール実施結果報告会                 平成21年12月18日 

出 席 者 ：49名（横浜市まちづくり調整局9名、神奈川県空調衛生工業会8名、 

         横浜市電設協会 7名、横浜建設業協会 25名） 

内   容 ：① 実施機関・団体の代表者挨拶 

      ② ３団体パトロール班代表の結果報告 

      ③ 講評 

  

２．安全大会 および特別講演                       平成21年11月13日 

年末年始特別安全期間を控え、会員企業２９０社と横浜市や労働基準監督署など関係機関が一堂に

会し、労働災害防止対策のポイントを学び、「労働災害ゼロへの決意を新たに」事業所・工事現場で安

全活動に積極的に取り組むため安全大会を開催しました。 

（１）会 場：神奈川県建設会館2階 講堂 

（２）参加者：会 員        197名 

     関係行政機関  29名 

（３）内 容：【第一部】安全大会 

         開催趣旨説明、来賓挨拶、大会宣言ほか 

安全講話「リスクアセスメントを導入した労働災害防止対策のポイント」 

<講師> 柴田労務安全事務所所長 柴田正義 

           【第二部】特別講演 

                 落語 林家錦平「仕事～万全から安全～」 
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３．年末年始特別安全期間の実施 

とかく事故が発生しやすい年末年始の時期をとらえ、『定着させよう「安全文化」つみ取ろう職場の

危険』のスローガンを掲げて、会員各社の社員および建設工事現場の従事者の安全意職の高揚を図り、

労働災害の撲滅を目指して安全活動を推進しました。 

（１）期 間 

準備期間：平成21年12月1日から平成21年12月14日 

実施期間：平成21年12月15日から平成22年1月31日 

（２）実施事項 

① 安全ポスター、安全目標の掲出 

② 工事現場巡視や各種会議での安全意識の徹底、家族に対する災害防止意識の普及 

③ 担当現場への常駐化による安全管理体制強化、建設工事現場パトロールの実施  

④ 三大災害（墜落、土砂崩壊、建設機械災害）の防止のための総点検 

 

第第第第 3333    防災活動防災活動防災活動防災活動およびおよびおよびおよび防犯活動防犯活動防犯活動防犯活動    

    

１．防災活動 

（１）防災総合訓練 

① 横浜市総合防災訓練                         平成21年8月30日 

８月３０日に予定された横浜市防災訓練は衆議院議員選挙の投票日と重なったため、小中学校を

訓練会場とする地域防災拠点訓練、救援物資受入・配布訓練は９月５日に延期され、緊急交通路確

保・道路啓開訓練のみ実施されました。横浜建設業防災作業隊から栄方面班（中込班長代理以下総

勢１６名）が参加し倒木の切断・除去、運搬、事故車両の撤去など道路啓開訓練を実施しました。

防災作業隊本部も栄方面班の訓練を視察・激励しました。 

＜訓練概要＞ 

・日 時 ：8月30日（日） 午前9時～午前11時 

・場 所 ：栄区庄戸五丁目１番地先市道上 

・実施団体：防災作業隊栄方面班：16名、道路局栄土木事務所、神奈川建設重機協同組合、 

県警交通規制課栄警察署、栄消防団、神奈川中央交通 

・利用車両：トラック、クレーン、ユニック車、パトロールカー、事故処理車、白バイ、 

バス等16台 

・訓練内容：検問所設置、緊急通行車両申請受付、倒木の切断・除去、運搬、 

事故車両からの救出、事故車両の撤去、バス車内の避難誘導 
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② 各区防災訓練 

区 実施日 場所 訓練内容 

神奈川 8月25日 

11月26日 

神奈川土木事務所 

神奈川土木事務所 

道路啓開活動訓練、情報伝達及び参集検討会 

震災時応急措置についての確認訓練 

西 10月2日 西土木事務所 情報伝達訓練及び参集訓練、安全講話 

中 7月8日 

12月1日 

中区内 

中区内 

道路点検マップ確認、緊急巡回点検実施 

道路啓開訓練 

南 9月14日 南土木事務所管内 緊急輸送道路巡回点検訓練 

港南 9月12日 

9月28日 

港南台第一小学校 

港南土木事務所 

防災用テントの設置、パネル展示 

緊急輸送道路巡回点検訓練 

保土ヶ谷 8月28日 区役所、消防本部、病院 パトロール訓練 

旭 8月30日 上白根小学校 倒木の撤去訓練 

金沢 9月26日 並木第一小学校 道路啓開活動訓練、落石・倒木の除去訓練 

港北 12月1日 港北区内 緊急輸送道路巡回点検訓練 

緑 

 

8月30日 

12月1日 

緑区内 

緑土木事務所・緑区内 

情報伝達訓練 

情報伝達訓練 

青葉 9月3日 

12月1日 

青葉土木事務所 

青葉区内 

防災講話、情報伝達訓練 

情報伝達訓練 

都筑 6月13日 中川中学校他 土のう構築訓練、避難誘導訓練 

（２）道路局震災対策訓練 

横浜市道路局、各区土木事務所および横浜建設業防災作業隊各区方面班が連携して、地震時にお

ける防災体制の強化を図るため、緊急輸送路の巡回点検訓練、地震発生から道路啓開活動までの情

報受伝達訓練を行いました。 

 日  時：平成21年12月1日（火）午前8時45分～12時 

 場  所：横浜市道路局および区土木事務所 

 参 加 者：横浜市道路局職員、土木事務所職員、建設業防災作業隊各区方面班 

（３）公共建築物即時出動訓練 

市域で震度５強の大規模地震発生を想定し、特に重要な拠点となる市･区庁舎、病院、消防署など

４６の公共施設に出動し安全点検・応急措置の訓練を実施しました。 

 日  時：平成21年8月28日（金）午前8時30分～10時00分 

 実施施設：即時出動対象施設     46箇所 

 参 加 者：訓練参加会員       82名（68社） 

      協会本部訓練 協会役員  7名 

（４）神奈川県公共建築物震災対策訓練 

神奈川県公共建築物に係る地震時の点検等の協力に関する協定に基づき、大規模地震発生（震度

最大７から５弱）を想定し自動出動訓練、情報受伝達訓練を行いました。 

 日  時：平成21年10月22日（木）午前9時～12時 

 実施施設：神奈川県庁舎（新庁舎） 
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 参 加 者：横建協自動出動会員2社（神奈川区・(株)三木組中区・㈱白井組）2名 

（５）横浜市安全管理局の危機管理セミナーへの参加 

危機管理に携わる者があらゆる危機に対し迅速かつ的確に対処するための知識・技術を習得する

ため危機管理セミナーに参加しました。 

 期  日：平成21年4月～平成22年3月 （全12回） 

 参 加 者：安全防災委員・各区会長 延べ22名 

 

２．防犯子ども１１０番活動 

 （１）青色防犯パトロール活動 

平成１８年４月から「防犯子ども１１０番活動」を開始し、会員各社が防犯パトロールや事業所・

建設現場に懸垂幕を提出して子どもの犯罪防止を訴えてきました。この活動をさらに効果的に進め

るため「青色防犯パトロール」に取り組むことになり、１月２６日に出発式を行いました。青色回

転灯を装備した車による防犯パトロールは、パトロールを周囲にアピールし、すべての犯罪を抑止

する効果が期待できます。 

① 青色防犯パトロール出発式 

県警本部、県市議会、横浜市より来賓をお招きし、協会役員・区会会員が参加して出発式を行い、

会員一丸となって活動を推進する決意表明をしました。 

 日 時：平成22年1月26日（火） 

 場 所：神奈川県建設会館 2階講堂 

 参加者：来賓 5名（県警本部生活安全対策室長、県市会議長・副議長、横浜市安全管理局次長） 

        協会役員、各区会会員 66名 

 内 容：【出発式】 

        主催者挨拶、来賓挨拶、パトロール実施概要説明、 

        ステッカー・青色回転灯の授与、決意表明 

【防犯講話】 

        「神奈川県の子ども安全対策」 

         県警本部生活安全部生活安全総務課ストーカー対策室 課長代理 齊藤秀明 

② 青色防犯パトロール実施状況（３月末現在） 

平成２０年１２月より準備が整った区会から順次スタートし、３月末現在で１２区会が実施、さ

らに３区会が４月に実施を予定しています。 

（２）「横浜市子どもの安全の日」啓発イベント 

毎月１日・１０日の子どもの安全の日をＰＲし安全意識を高めるため、横浜市、県警、防犯活動

推進団体・企業による啓発イベントが「消防フェア」と合同で開催されました。当協会は神奈川区

会が企画・運営をして、防犯ぬりえや建設重機試乗会を行い、またパネルで各区会の「子ども１１

０番」活動をＰＲしました。 

日 時：平成21年8月1日（土） 

場 所：横浜市民防災センター、沢渡中央公園 

主 催：横浜市 
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 （３）「子ども安全ネットワーク会議」への参加 

市内で子どもの安全活動に取り組む業界団体等と行政機関が連携して、子どもを犯罪から守る活

動を推進するため、ネットワークづくり、情報提供を行っている子ども安全ネットワーク会議に参加

しました。 

日 時：平成21年6月3日（水） 

内 容：講演、事業者・団体の活動報告  

 

第第第第４４４４    廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの減量減量減量減量リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル活動活動活動活動およびおよびおよびおよび環境保全活動環境保全活動環境保全活動環境保全活動 

 

１．Ｇ３０推進モデル建設現場活動 

横浜市の公共建築工事をＧ３０推進モデル建設現場に指定し、毎月、現場代理人による協議会を開催

し、建設廃棄物の減量化資源化に関する情報・意見交換を通じて公共工事におけるごみの削減・リサイ

クルを推進しました。本年度、新たに１０モデル建設現場を委嘱し、１６の工事現場で活動に取り組み

ました。 

（１）コンクリート魂、金属くず、廃プラ、木くず、紙くず、段ボール、廃石膏ボード、陶器・ガラス、

その他の８分類の分別収集を実施。 

（２）「Ｇ３０モデル現場」のぼり旗の掲出 

（３）現場の社員、関連業者に対するＧ３０の教育・啓発 

（４）作業所周辺の清掃・美化、地元と一体になった環境改善 
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＜平成２１年度Ｇ３０推進モデル建設現場＞           （１６現場） 

 

２．古紙共同回収（平成21年1月～平成21年12月） 

（１）参加事業所：（月平均）23事業所 

 （２）回収回数：（月平均）39回 

（３）回 収 量：（年  間）91トン 

（４）地球環境保全貢献度《回収量91トンを換算すると》 

① 二酸化炭素排出量抑制： 13,792㎏ 

  ② 森 林 伐 採 抑 制：  1,827本 

  ③ 電 力 節 約 量： 89,513kW 

工  事  名 会 社 名 

横浜市中央卸売市場本場アスベスト除去工事 
小雀建設㈱ 

土志田建設㈱JV 

港北区総合庁舎耐震補強その他工事 馬淵建設㈱ 

北部第二水再生センター汚泥処理施設分離液脱水機棟築造工事 
㈱紅梅組 

㈱小俣組 JV 

北部第二水再生センター汚泥処理施設分離液送風機棟築造工事 ㈱渡辺組 

中村町南住宅第2期改良住宅新築工事 風越建設㈱ 

動物愛護センター（仮称）新築工事 
㈱松尾工務店 

石井建設工業㈱ JV 

戸塚駅西口第1地区第二種市街地再開発事業公共施設整備工事 ㈱小俣組 

新鶴見小学校増築その他工事 ㈱小俣組 

小菅が谷住宅耐震改修工事（第1工区建築工事） ㈱渡辺組 

小菅が谷住宅耐震改修工事（第2工区建築工事） 風越建設㈱ 

あかね台中学校新築工事 

㈱小俣組 

六国建設㈱ 

日成建設㈱ JV 

川上北小学校増築工事 
小雀建設㈱ 

㈱日興建設 JV 

戸塚駅西口第1地区市街地再開発事業公共施設整備工事 ㈱渡辺組 

アレルギーセンター跡施設整備工事 ㈱紅梅組 

新横浜公園第3レストハウス新築工事 ㈱三木組 

日野南コミュニティハウス新築工事 ㈱松尾工務店 
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第第第第５５５５    県県県県・・・・市行政市行政市行政市行政およびおよびおよびおよび関連団体関連団体関連団体関連団体とのとのとのとの連携連携連携連携およびおよびおよびおよび事業参加事業参加事業参加事業参加    

   

１．横浜開港１５０周年記念協賛事業 

今年、横浜は開港１５０周年を迎え、開国博Ｙ１５０など様々なイベントが行われ、当協会も横浜市

および横浜開港１５０周年協会等より依頼を受け、記念事業に協賛しました。 

（１）土木のお祭り２００９～見よ！土木の誇り（ヒルサイドエリア・Ｙ１５０ つながりの森） 

開国博Ｙ１５０イベント会場ヒルサイドエリアでは、７月から８６日間、市民の発案による１８

０のプロジェクトが展開され、当協会は大内貴子氏の企画による「土木のお祭り２００９－見よ土

木の誇り」の趣旨に賛同し、協会をあげてイベントの運営にあたりました。 

①「土木のお祭り２００９」オープニングセレモニー 

横浜市技監および関係局長、各区土木事務所長、横浜開港１５０周年協会、横浜市建設労連、協

賛各社を来賓にお招きし、オープニングセレモニーを開催いたしました。 

日 時：8月18日（火） 

会 場：ヒルサイドエリア「Ｙ１５０つながりの森」 

参加者：協会 正副会長、各区会長、土木・道路委員 22名 

    来賓 46名 

②「土木のお祭り２００９－見よ！土木の誇り」 

建設重機の展示や子どもたちが建設重機に試乗し水風船すくいを体験したり、花壇づくりを通じ

て、土木の仕事を身近に感じてもらいました。また協会各区会の地域貢献活動をパネルで紹介しま

した。 

期 間：8月19日（水）～8月23日（日） 

会 場：ヒルサイドエリア「Ｙ１５０つながりの森」 

来場者：5,250人 

運 営：土木委員会、道路委員会、各区会 延べ200名 

③「土木のお祭り２００９－見よ！土木の誇り」報告会 

５日間にわたり開催された土木のお祭り２００９の報告会が行われ、発案者の大内貴子氏から実

施報告を受け、また土木のお祭りに絶大なご協力をいただいた建設重機の製造・販売・レンタル企

業ほか建設関連会社に感謝状を贈呈しました。 

日 時：9月18日（金）午後1時45分 

会 場： 神奈川県建設会館講堂 

（２）ベイサイドエリア開国博Ｙ１５０イベント会場休憩施設の設置・運営 

４月２８日より５か月間にわたり開催される開国博Ｙ１５０イベント会場トゥモローパークの

会場を訪れる大勢の人々に真夏の炎天下で涼しい憩いの場を提供しようと、市内建設業８団体や他

の団体・企業にも協力していただきパーゴラを設置し、横浜市や１５０周年協会の関係者も参加し

竣工式を行いました。 

   ＜休憩施設竣工式＞ 

日 時：4月22日（水）午前11時 

会 場：開国博Ｙ１５０イベント会場トゥモローパーク 

参加者：来賓8名、市内建設業8団体25名 
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   ＜休憩施設パーゴラのイベント＞ 

    ① ゴーヤ収穫祭  8月1日（土）、16日（日）、24日（月）、9月5日（土）午前11時～12時 

     “緑のカーテン”ゴーヤから収穫した実を子どもに配布し収穫の楽しさを知ってもらいました。

会場では横建協キャラクター入りのエコバックや風船、うちわを配付しました。 

    ② 子ども工作教室           9月6日（日）午前10時～12時 

建設工事現場から出た木っ端を再利用して子ども達に“たねまる”などの絵を描いてオリジナ

ルコースターを作り、ものづくりの楽しさとリサイクルの意義を知ってもらいました。 

（３）日本大通りフラワーアートフェスティバルに協賛 

横浜開港の歴史と道路の未来を象徴する日本大通りの車道を市民参加により花びらを敷きつめ

“花絵”を描き、横浜の歴史と魅力をアピールするイベントに協賛しました。 

期 間：5月2日（土）～4日（月）  

（４）「赤い靴はいてた女の子の像ＵＳＡ」建設事業への協賛 

山下公園の「赤い靴はいてた女の子の像」は開港150周年の年と節目を同じく建設30周年を迎

え、これを記念し赤い靴文化事業団は、横浜市と姉妹都市のアメリカ・サンディエゴ市に「赤い靴

はいてた女の子の像」を建設することになりました。当協会は山下公園の「女の子の像」の建設に

際し、台座を寄贈し協力した縁があり「女の子の像ＵＳＡ」の建設の趣旨に賛同し、文化事業団に

建設協賛金を贈呈しました。 

日 時：9月18日（金）午後1時30分 

会 場：神奈川県建設会館講堂 

 

２．横浜市住宅リフォーム促進協議会         

 （１）第１８回総会                                               平成21年6月29日 

    場 所：ロイヤルホールヨコハマ 

    議  事：平成２０年度事業報告・収支決算および監査報告・役員選任について 

 （２）第１９回総会                                               平成22年3月29日 

    場 所：ロイヤルホールヨコハマ 

    議  事：平成２２年度事業計画（案）および収支予算（案）について  

           

３．横浜市違反建築物等対策連絡会                    平成21年10月29日 

  場 所：メルパルク横浜  

    参加団体：神奈川県建設業協会横浜支部、神奈川県建築士会、神奈川県宅地建物取引業協会、 

全日本不動産協会神奈川県本部、横浜建設業協会、横浜市建築事務所協会、 

東京電力㈱、東京ガス㈱、横浜銀行協会、神奈川県警、神奈川県、横浜市 

議 事： ① 会則の変更 

         ②「違反をさせない、見逃さない、許さない」取組について 

         ③ 各団体の違反対策の取組について 
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４．横浜市幹線道路網建設促進協議会 

（１）要望行動（首都高速道路㈱、国土交通省ほか）             平成21年4月23日 

                                      平成21年7月 7日 

（２）建設促進協議会全体会議                       平成21年 5月21日 

                                    平成21年 11月4日 

 （３）「横浜環状北線」視察見学会                      平成22年3月18日 

     

５．横浜市道路利用者会議 

（１）理事会・総会                             平成21年5月11日 

     場  所：ホテル横浜ガーデン  

（２）道路整備の促進を求める神奈川大会                   平成21年11月24日 

場  所：ロイヤルホールヨコハマ  

    議 事：要望開陳、決議、決議の執行方法 

 

６．神奈川県魅力ある建設事業推進協議会 

（１）幹事会                               平成21年4月30日 

場 所：神奈川県建設工事紛争審査会室 

議  題：① 平成２０年度事業実績および決算報告について 

② 平成２１年度事業計画および予算について 

（２）神奈川県魅力ある建設事業推進協議会総会                平成21年6月5日 

場 所：ＫＧＵ関内メディアセンター 

議  題：① 平成２０年度事業実績および決算報告について 

    ② 平成２１年度事業計画および予算について 

（３）平成２１年度建設ステーション元気アップコンテスト・技能者表彰並びに    

第１７回建設産業構造改善推進大会                     平成21年11月24日 

場  所：ＫＧＵ関内メディアセンター 

次 第：① 表彰式 

    ② 建設ステーションイメージアップの実践例発表 

    ③ 記念講演「マーケット変化から考える建設企業再生戦略」 

 

７．神奈川県建設産業団体連絡会評議員会                       平成21年7月27日 

場 所：ホテルキャメロットジャパン 

議 事：① 平成２０年度事業報告及び決算の承認について 

    ② 平成２１年度事業計画案及び決算案の承認について 

講演会：「元金融マンが教える知らないと損をする金融機関との付き合い方」 

 

８．神奈川県暴力追放推進センター活動、神奈川県暴力団離脱者社会復帰対策協議会 

（１）神奈川県暴力追放推進センター建設・不動産分科会          平成21年10月5日  

場 所：万国橋会議センター 
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議 題：① 最近の暴力団情勢について 

        ② 建設・不動産分科会の暴力団対策等について 

（２）第１８回神奈川県暴力追放県民大会                 平成21年10月23日 

    場 所：神奈川県民大ホール 

    議 題：① 功労者表彰 

        ② 暴力追放大会宣言 

        ③ 特別公演「ヤクザマネー～社会を蝕むヤミ資金～」 

（３）神奈川県暴力団離脱者社会復帰対策協議会役員会           平成22年2月25日 

場 所：横浜市開港記念会館 

議 題：離脱者の社会復帰支援をめぐる諸問題について 

（４）神奈川県地域暴力団排除組織連絡協議会総会             平成22年 3月11日 

場 所：神奈川県警察本部庁舎 

議 題：① 平成２２年度活動方針（案）について 

② 特別講演「暴力団等反社会的勢力の排除活動について」 

 

９．がん医療と患者・家族を支援する会 

（１）平成２１年度通常総会                       平成21年5月22日 

場 所：ロイヤルホールヨコハマ 

議 事：① 平成２０年度事業報告及び収支決算について 

    ② 平成２１年度事業報告及び収支決算について 

    ③ 役員の選任について 

    ④ 規約の変更について 

 

１０．社団法人神奈川県警備業協会 

（１）第５２回通常総会                          平成21年5月29日 

   場 所：ワークピア横浜 

   議 事：① 平成20年度事業報告（案）・収支決算報告書（案）監査報告承認の件 

        ② 公益社団法人認定申請プロジェクトチーム運営規程（案）承認の件 

        ③（社）神奈川県警備業協会教育センター建設基金規程（案）承認の件 

④ 任期満了に伴う役員選任の件 

 （２）理事会・第５３回通常総会・賀詞交換会               平成22年1月29日 

場 所：ワークピア横浜 

議 事：平成22年度事業計画並びに収支予算（案）承認の件 

 

１１．神奈川ニュービジネス協議会 

（１）定時社員総会                          平成21年5月26日 

場 所：横浜そごうミーティングルーム 

議 事：① 平成２０年度収支決算について 

    ② 財産移転および平成２１年度事業計画・収支予算（案）の継続について 
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（２）記念講演会                           平成21年6月2日 

場 所：ホテルオークラ東京 

テーマ：「勝者の思考法」 

（３）講演会                             平成21年7月14日 

場 所：横浜そごうミーティングルーム 

テーマ：裁判員制度について 

（４）ベンチャー起業家と経営者をつなぐフォーラム           平成21年8月26日 

場 所：ホテルキャメロットジャパン 

テーマ：「会津における食と農を通じた地域づくり」 

 （５）臨時社員総会                          平成21年9月1日 

場 所：ＹＢＳ南幸ビル 

議 事：定款一部変更の件 

 （６）ＫＮＢＣ講演会                         平成22年1月26日 

場 所：ＹＢＳ南幸ビル 

テーマ：社会起業家としての取り組みと展開している業務 

 

１２．その他県・市・区の諸行事に参加 

 （１）よこはま花と緑のスプリングフェアに協賛 

 （２）赤い羽根共同募金に協賛 

    

第第第第 6666    研修会研修会研修会研修会・・・・講習会講習会講習会講習会    

    

１．建設業経営研修 

（１）建設業経営管理研修 

場 所：神奈川県建設会館 2階講堂 

主 催：（社）横浜建設業協会 

日 時：平成21年6月25日（木）午後2時～4時 

参 加：57名 

テーマ：「地場建設業の生き残り戦略」 

講 師：中小企業診断士・一級建築士 藤原一夫 

（２）建設業経営改革研修会（予防保全編） 

場 所：横建協501号会議室 

主 催：（社）横浜建設業協会 

講 師：建設業振興基金経営支援アドバイザー、中小企業診断士、技術士 藤原一夫 

    中小企業診断士、技術士 飯島 康  

〈第1回〉 

日 時：平成21年9月2日（水）午後3時～5時 

参 加：20名/20社 

テーマ：提案営業について（予防、リニューアルなど） 
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〈第2回〉 

日 時：平成21年9月16日（水）午後3時～6時 

参 加：8名/8社 

テーマ：予防保全の講義と演習（土木・建築別） 

〈第3回〉 

日 時：平成21年9月29日（火）午後3時～5時 

参 加：7名/7社 

テーマ：演習の反省と営業提案について意見交換 

 

２．独占禁止法講習会 

場 所：神奈川県建設会館 2階講堂 

主 催：（社）横浜建設業協会・（社）神奈川県建設業協会横浜支部 

日 時：平成21年10月21日（水）午後2時～4時 

参 加：35名 

テーマ：独占禁止法の概要と運用状況について 

講 師：（財）建設業適正取引推進機構 相談指導部長 宮崎紀男 

 

３．入札契約制度関連研修会・講習会 

（１）横浜市工事入札・契約制度説明会 

場 所：神奈川県建設会館 2階講堂 

主 催：（社）横浜建設業協会 

日 時：平成21年6月29日（月）午後2時～3時30分 

参 加：160名 

内 容：① 平成２１年度入札・契約制度の変更点について 

    ② 入札ボンド制度について 

講 師：横浜市行政運営調整局契約財産部 

    東日本建設業保証㈱ 神奈川支店 

（２）総合評価方式入札参加のための会員企業個別相談・研修会 

場 所：神奈川県建設会館 413号会議室 

主 催：（社）横浜建設業協会・（社）神奈川県建設業協会横浜支部 

講 師：建設情報化協議会 最高顧問 吉田信雄（土木系） 

    建設情報化協議会 理事   河原 調（建築系） 

内 容：施工計画書の作成を始めとした総合評価方式入札参加のための取組み 

    に関連して発生した諸問題を実践形式で専門アドバイザーが指導 

〈第1回〉（建築） 

日 時：平成21年10月26日（月）午前10時～4時30分 

参 加：4回13名/4社 

〈第2回〉（建築） 

日 時：平成21年10月27日（火）午前10時～4時30分 
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参 加：2回3名/2社 

〈第3回〉（土木） 

日 時：平成21年10月29日（木）午前10時～4時30分 

参 加：5回15名/5社 

〈第4回〉（土木） 

日 時：平成21年10月30日（金）午前10時～4時30分 

参 加：5回12名/5社 

（３）横浜市電子納品説明会 

場 所：神奈川県建設会館 2階講堂 

主 催：（社）横浜建設業協会・（社）神奈川県建設業協会横浜支部 

日 時：平成22年3月4日（木）午後2時 

参 加：83名 

内 容：① 公共事業のＩＴ化について 

    ② 電子納品の運用について 

講 師：横浜市都市整備局公共事業調査室 渡辺 章 

    （財）日本建設情報総合センターCAL/EC部研究員 笹川順平 

 

４．横浜市土木工事技術・安全講習会 

場 所：横浜中法人会税経研修センター 

主 催：（社）横浜建設業協会 

日 時：平成21年11月25日（水）午後2時～4時30分 

参 加：75名 

内 容：① 下水道工事検査関係書類の様式化とダウンロード化について 

    ② 局地的な大雨に対する下水道管きょ内工事の安全について 

    ③ 水道工事における工事安全対策について 

    ④ 平成21年7月の標準歩掛の改正（大都市補正）について 

    ⑤ 総合評価落札方式における技術資料作成の留意点 

講 師：環境創造局技術管理課、水道局技術監理課、道路局技術監理課 

 

５．まちづくり・建築関係研修会 

（１）第１３回横浜市まちづくり問題研修会               

場 所：神奈川県建設会館 2階講堂 

主 催：横浜市まちづくり調整局、（社）横浜建設業協会、横浜市建築設計協同組合 

日 時：平成21年11月27日（金）午後2時 

参加者：75名（横浜建設業協会、横浜建設業青年会、横浜市建築設計協同組合、 

横浜市まちづくり調整局） 

内 容：①「長期優良住宅の普及促進」 

    ②「既存建物の長寿命化と省エネ改修について」 

講 師：（社）住宅生産団体連合会講師 飯島住宅建築事務所代表 飯泉勝夫 
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    ㈱紅梅組 執行役員建築工務部長 河上未廣 

（２）環境住宅研修会 

場 所：横浜市技能文化会館 

主 催：（社）横浜建設業協会 

協 力：横浜市まちづくり調整局、横浜市建築設計協同組合 

日 時：平成21年4月15日（水）午後2時～4時 

参 加：72名 

テーマ：「環境と共生する住い・まちづくり」 

講 師：東京都市大学環境情報学部教授 

    ㈱岩村アトリエ代表取締役 岩村一夫 

（３）旧伊藤博文金沢別邸復元工事視察研修会 

場 所：横浜市金沢区 野島公園内 

日 時：平成21年6月25日（木）午後4時 

参 加：名誉会長、正副会長、建築・環境委員会9名 

    内 容：木造建築の伝統的な工法、技術を用いての施工技術を学ぶため視察。 

（４）建設発生土処理過程およびハイブリット重機視察研修会 

場 所：千葉県袖ヶ浦市の一時たい積場、君津市の最終処分場他 

日 時：平成21年7月29日（水）午後12時 

参 加：名誉会長、正副会長、建築・環境委員会、横浜市まちづくり調整局、 

        青年会18名 

（５）東京スカイツリー建設現場視察 

場 所：東京都墨田区向島  

日 時：平成22年3月17日（水）午後1時～3時30分 

参 加：名誉会長、正副会長、建築・環境委員会、特別委員会、青年会他 23名 

    内 容：東京スカイツリー建設現場の施工技術を学ぶため視察。 

 

第第第第７７７７    広報活動広報活動広報活動広報活動    

    

１．横浜建設業協会イメージ・キャラクターによる広報 

 （１）イメージ・キャラクターの募集および決定 

横浜市民に地域建設業者の役割と活動を知っていただき、親しまれ頼りにされる建設業者をアピ

ールするため、市民からイメージ・キャラクターを募集したところ多数の作品が寄せられ、審査の

結果、アシカの「横浜ケンジロー」が最優秀作品に選ばれ、イメージ・キャラクターに決定しまし

た。 

① 募集概要 

＊募集期間 平成21年1月5日(月)～3月31日(火) 

＊発  表 平成21年5月11日(月) 

＊表 彰 式 平成21年5月22日(金) 午前11時（協会定期総会の開催前） 

＊募集内容 キャラクターイメージおよびネーミング 
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（動物、横浜、安心・安全を感じるもの、建設業をイメージできるもの） 

＊懸 賞 金  最優秀賞(10万円/1点)優秀賞(3万円/2点)佳作(１万円/3点)  

② 審査結果  <応募作品> 41点  <審査日> 4月24日(金) 

【最優秀賞】 

 『横浜ケンジロー』（アシカ）  井上ひさと（横浜市港南区、デザイナー） 

  <ネーミングの由来>  

横浜で育った賢いアーキテクトアシカ。安心・安全と横浜をイメージしたブルーが基調

です。瞳に輝く希望の☆が特徴です。 

 （２）イメージ・キャラクターの活用 

地域建設業のイメージアップをめざして横建協キャラクターの知名度を高めるため、キャラクタ

ー・バリエーションの作成、着ぐるみの作製、印刷物・ＰＲグッズへの刷り込み等を行い、キャラ

クターを活用しました。 

①キャラクター・バリエーションの作成 

場面・目的に応じて活用できるよう様々な動作のバリエーションを作成。 

②キャラクター着ぐるみの作製・活用 

着ぐるみを作製し、区民祭り、商店街のイベント、協会行事で活用。 

③印刷物、ＰＲグッズへの刷り込み 

区民祭りなどイベントで配布するシールを作成するほか、青色防犯パトロールのステッカー、

安全ポスター、イベント用グッズ、協会の封筒などに刷り込み、横建協キャラクターをアピール

しました。 

 

２．ホームページによる広報 

横浜市民をはじめ広く協会活動を知らせるため、ホームページの「新着情報」を活用してタイムリー

な情報提供に努めました。 

会員企業への情報提供はメールやファックスによるダイレクトメールに加え、「会員企業へのお知ら

せ（会員専用ページ）」を活用して迅速な情報提供に努めました。 

また毎月の「理事会・委員会報告」を１０月より会員専用ページで提供しています。 

 

３．新聞、業界紙、タウン紙等による広報 

神奈川新聞、地元業界紙、タウン紙等を通じて協会・会員活動をアピールし、市民や関係者の地域建

設業への理解を深めました。 
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第第第第８８８８    会員会員会員会員のののの表彰表彰表彰表彰・・・・顕彰顕彰顕彰顕彰                                                                                                                                        

  

１．平成２１年度会員事業所役職員表彰               平成21年11月21日 

横浜建設業協会会員事業所の役員または職員として永年にわたり建設業に従事し優秀な成績を収め

られた方々を表彰しました。 

                                                           （敬称略・順不同） 

役員 8名 

風 越 建 設 株 式 会 社 鈴 木 郁 夫 

同 野 木   宏 

芙 蓉 建 設 株 式 会 社 嶋 田 公 成 

明 誠 建 設 株 式 会 社 枇杷橋 泰弘 

漆 原 土 木 株 式 会 社 岩 橋 一 成 

株 式 会 社 サ カ ク ラ 山 室 恭 一 

同 佐 々 木 貞 二 

新 光 建 設 株 式 会 社 野 澤 恵 美 子 

     職員 27名 

協 栄 建 設 株 式 会 社 岡 本  幸  工 藤 建 設 株 式 会 社 工 藤   明 

株 式 会 社 三 木 組 宮 城 正 道  同 滝 澤 正 子 

岡 山 建 設 株 式 会 社 下 山 勝 義  同 遠 藤 久 次 

株 式 会 社 紅 梅 組 小 泉   博  同 永 野   淳 

同 佐 藤   泉  大 洋 建 設 株 式 会 社 渡 辺 勝 己 

鈴 木 土 木 株 式 会 社 松 田   修  同 成 田 一 男 

風 越 建 設 株 式 会 社 大 津 謙 次  ナ ス 工 業 株 式 会 社 吉 田 正 治 

同 山 口 吉 昭  株 式 会 社 相 澤 組 佐 藤   勝 

株 式 会 社 渡 辺 組 黒 沢 房 之  石 田 建 設 株 式 会 社 森 下   仁 

馬 淵 建 設 株 式 会 社 森 本 恒 明  

同 小 畑   豊  

同 佐 藤 徹 也  

同 山 田 晴 史  

同 鈴 木 真 人  

漆 原 土 木 株 式 会 社 大 沼 国 男  

株 式 会 社 サ カ ク ラ 荒 木 正 博  

同 大 塚 博 明  

同 川 上 恵 子  

 

２．横浜市優良工事請負業者顕彰               平成21年12月11日 

横浜市優良工事請負業者として当会員企業２１社が表彰され、受賞の栄誉を讃えて顕彰式を行いまし

た。 
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                                                              （敬称略・順不同） 

土木部門（15社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

    

建築部門（6社） 

     

 

 

  

 

 

 

    

第第第第９９９９    情報収集情報収集情報収集情報収集およびおよびおよびおよび情報提供情報提供情報提供情報提供    

国・県・市行政機関および全国中小建設業協会等建設業関連団体より建設業に関する法令、通知、

資料等必要な情報を入手し、メールまたはＦＡＸで全会員に情報提供しました。    

全国中小建設業協会の理事、参与、評議員、委員等の役員として諸会議に出席し事業運営に携わる

とともに、各種情報の収集および意見交換を行いました。 

〈全国中小建設業協会の会議〉 

平成21年度通常総会 1回 

通常理事会 4回 

評議員会 1回 

若手経営者懇談会 1回 

委員会 6回 

 

株式会社アイ・エス・シー工業  波 塚 昭 雄 

株 式 会 社 安 西 組  安 西 芳 仁 

伊 原 興 業 株 式 会 社  佐 野 慶 春 

浦 田 建 設 株 式 会 社  綾   英 恵 

株 式 会 社 佐 藤 土 建  佐 藤 ・ 男 

有 限 会 社 新 明 工 事  笠 原 芳 雄 

親 和 興 業 株 式 会 社  高 階 芳 治 

株 式 会 社 宗 和 舗 装  柳   宗 和 

有 限 会 社 タ カ ノ 工 業  髙 野 端 津 江 

弘 前 建 設 有 限 会 社  佐 伯 英 治 

芙 蓉 建 設 株 式 会 社  氏 家 俊 一 

北 海 工 業 株 式 会 社  河 野 裕 規 

増 澤 建 設 株 式 会 社  増 澤   實 

株 式 会 社 松 栄 建 設  松 山 久 徳 

株 式 会 社 綿 貫 建 設  綿 貫 和 浩 

株 式 会 社 柏 原 工 務 店  柏 原 克 之 

株 式 会 社 栗 原 工 務 店  栗 原 郁 夫 

株 式 会 社 坂 口 工 務 店  坂 口 弘 文 

三 共 建 設 株 式 会 社  土 井 克 祥 

日 亜 建 設 株 式 会 社  阿 部 清 吉 

株 式 会 社 宮 野 工 務 店  宮 野 哲 司 
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第第第第１１１１0000    会員懇親行事会員懇親行事会員懇親行事会員懇親行事    

平成２２年新年賀詞交換会 

日  時 ： 平成22年1月8日（金） 午前11時 

会  場 ： ロイヤルホールヨコハマ 

出 席 者 ： 615名〈会員:344名、横浜支部：6名、来賓:265名〉 

    主   催 ：（社）横浜建設業協会 

（社）神奈川県建設業協会横浜支部 

    

第第第第 1111１１１１    諸会議諸会議諸会議諸会議のののの開催開催開催開催    

    

１．定期総会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 5 月 22 日 横浜建設業協会キャラクター入賞者表彰式 

①第1号議案 平成20年度事業報告  

②第2号議案 平成20年度決算報告 

 平成20年度監査報告 

③第3号議案 平成21年度事業計画（案）審議 

④第4号議案 平成21年度予算（案）審議 

⑤第5号議案 欠員に伴う補充役員選出の件 

    

２．理事会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 24 日 （社）横浜市商店街総連合会・横浜市勤労者福祉共済からの説明 

「横浜市勤労者福祉共済（ハマふれんど）への加入について」 

①平成21年度定期総会の提出議案について  

②定期総会の準備日程および運営について 

③開国博Y150イベント会場休憩施設設置事業について 

④平成22年度横浜市および神奈川県予算に対する要望事項の取りまとめについ

て 

⑤会員の入会について 

平成 21 年 5 月 22 日 

（臨時） 

①平成21年度執行体制について 

②平成21年度事業方針および主要事業について 

③建設業経営管理者研修会について 

④会員の入会について 

⑤区会活動費の申請について 

平成 21 年 6 月 19 日 横浜市環境創造局みどりアップ推進部からの説明 

「横浜市屋上緑化助成事業について」 

①平成22年度横浜市および神奈川県予算に対する要望事項について 

②都市整備局公共事業調査室実務者会議における要望事項について 
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③商店街と建設業の連携による地域活性化推進事業について 

④「建築工事施工管理・監督の研修用教材」制作発表について 

平成 21 年 7 月 17 日 ①会員事業所役職員表彰について 

②開港150周年記念協賛事業について 

③青色防犯パトロールの実施について 

④横浜建設業協会キャラクターの活用計画について 

⑤横浜市公共建築物に係る震災時の即時出動訓練の実施について 

⑥横浜市総合防災訓練の実施について 

平成 21 年 9 月 18 日 「赤い靴はいてた女の子の像USA」建設事業協賛金贈呈式 

「土木のお祭り2009－見よ！土木の誇り」報告会 

①平成21年度会員事業所役職員表彰について 

②独占禁止法講習会の開催について 

③会員の入会について 

平成 21 年 10 月 16 日 ①平成21年度安全大会の実施について 

②第13回横浜市まちづくり問題研修会について 

平成 21 年 11 月 20 日 会員の表彰 平成21年度会員事業所役職員の表彰について  

横浜市道路局道路部維持課から説明 

「道路局震災対策訓練の実施」について 

①平成22年新年賀詞交換会について 

②平成21年度横浜市優良工事請負業者の顕彰について 

③地球にやさしいまちづくり・いえづくりアイデアコンクールについて 

④会員の入会について 

平成 21 年 12 月 11 日 会員の顕彰  平成21年度横浜市優良工事請負業者の顕彰について 

①青色防犯パトロール出発式について 

平成 22 年 2 月 18 日 ①平成22年度・23年度執行体制について 

②平成22年度定期総会および役員改選の準備日程について 

③「横浜市電子納品」説明会の開催について 

平成 22 年 3 月 19 日 ①地域建設産業活性化推進事業について 

②平成22年度事業計画（案）について 

③平成22年度予算（案）について 

④国道357号の整備促進に関する署名活動への協力について 

 

３．執行部会議 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 24 日 

 

①平成21年度定期総会の提出議案について  

②定期総会の準備日程および運営について 

③委員の委嘱について 

④全中建役員の改選について 
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⑤開国博Y150イベント会場休憩施設設置事業について 

⑥平成22年度横浜市および神奈川県予算に対する要望事項の取りまとめについて 

⑦会員の入会について 

平成 21 年 6 月 19 日 ①平成22年度横浜市および神奈川県予算に対する要望事項について 

②都市整備局公共事業調査室実務者会議における要望事項について 

③商店街と建設業の連携による地域活性化推進事業について 

④「土木のお祭り」について 

⑤青色防犯パトロールの実施について 

⑥「建築工事施工管理・監督の研修用教材」制作発表について 

平成 21 年 7 月 17 日 ①会員事業所役職員表彰について 

②開港150周年記念協賛事業について 

③青色防犯パトロールの実施について 

④横浜建設業協会キャラクターの活用計画について 

⑤横浜市公共建築物に係る震災時の即時出動訓練の実施について 

⑥横浜市総合防災訓練の実施について 

⑦横浜市入札・契約制度に関する意見交換会について 

⑧衆議院議員総選挙立候補予定者の推薦について 

平成 21 年 9 月 18 日 ①平成21年度会員事業所役職員表彰について 

②独占禁止法講習会の開催について 

③会員の入会について 

平成 21 年 10 月 16 日 ①平成21年度安全大会の実施について 

②第13回横浜市まちづくり問題研修会について 

③新公益法人制度対策の進め方について 

平成 21 年 11 月 20 日 ①平成22年新年賀詞交換会について 

②平成21年度横浜市優良工事請負業者の顕彰について 

③地球にやさしいまちづくり・いえづくりアイデアコンクールについて 

④会員の入会について 

平成 21 年 12 月 11 日 ①青色防犯パトロール出発式について 

平成 22 年 2 月 18 日 ①平成22年度・23年度執行体制について 

②平成22年度定期総会および役員改選の準備日程について 

③平成22年度各委員会事業計画案について 

④「横浜市電子納品」説明会の開催について 

⑤会員の入会について 

平成 22 年 3 月 19 日 ①地域建設産業活性化推進事業について 

②平成22年度事業計画（案）について 

③平成22年度予算（案）について 

④国道357号の整備促進に関する署名活動への協力について 
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４．区会長会議 

平成 21 年 4 月 24 日 ①平成22年度横浜市および神奈川県予算に対する要望事項の取りまとめについて 

②安全管理局実務者との意見交換会の結果について 

③危機管理セミナーへの参加について 

平成 21 年 6 月 19 日 ①「土木のお祭り」について 

②青色防犯パトロールの実施について 

③「ヨコハマ商建連携推進協議会」キックオフセミナーについて 

④平成21年度区会活動費助成金の申請について 

平成 21 年 7 月 9 日 ①「土木のお祭り」について 

平成 21 年 7 月 17 日 ①青色防犯パトロールの実施について 

②横浜市公共建築物に係る震災時の即時出動訓練の実施について 

平成 2１年 9 月 18 日 ①区会活動費助成金・特別補助金の交付について 

②区民まつり等イベントの広報資料、PRグッツについて 

③ホームページ「各区会の活動」の記事提供について 

④青色防犯パトロールについて 

⑤防災作業隊の編成について 

平成 21 年 10 月 16 日 ①災害時における建設機械・重機のレンタルについて 

②「横建協キャラクター」着ぐるみの取扱いについて 

③青色防犯パトロールの進捗状況について 

④会費未納会員の督促について 

平成 22 年 2 月 18 日 ①区会選出理事候補者推薦について 

②青色防犯パトロールについて 

 

５．総務委員会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 16 日 ①平成21年度定期総会の提出議案について 

②総会の運営について 

③臨時理事会の開催について 

④横浜建設業協会イメージキャラクター応募作品審査について 

⑤平成22年度横浜市および神奈川県予算に対する要望事項の取りまとめについて 

⑥会員に対する退会勧告について 

⑦会員の入会について 1社 

⑧会員の退会について 6社（20年3月31日付）他1件 

平成 21 年 5 月 13 日 ①平成21年度定期総会運営について 

②横浜市公共工事入札契約制度の改善に関する要望書の提出について 

③横浜建設業協会キャラクターについて 

④会員の入会について 2社 

⑤会員の退会について 1社 
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平成 21 年 7 月 8 日 ①会員事業所役職員表彰について  

②区会活動費助成金および区会活動特別補助金申請の審査について 

③横浜市建設労働組合連絡会との懇談会について  

④横浜市入札・契約制度に関する意見交換会について 

⑤横浜建設業協会キャラクターの活用について 

平成 21 年 9 月 9 日 ①会員事業所役職員表彰について   

②「独占禁止法講習会」の開催について  

③区会活動費助成金・特別補助申請の審査について 

④（社）横浜建設業協会キャラクターの活用について  

⑤会員の入会について 1社  

⑥会員の退会について 6社 

平成 21 年 10 月 7 日             ①平成22年新年賀詞交換会について 

②神奈川新聞新年特集記事について 

③区会活動費助成金・特別補助申請の審査について 

④イベントの広告資料、PRグッツの利用につて 

⑤各区会の収支・活動状況について  

⑥会員の退会について 3社 

平成 21 年 11 月 11 日 

 

①平成22年新年賀詞交換会について 

②平成21年度優良工事請負業者表彰の顕彰について  

③会員の入会について 1社 

平成 21 年 12 月 2 日 

 

①平成22年新年賀詞交換会の運営について 

②新年の新聞全面広告による協会PRについて   

③ホームページの横建協キャラクターの紹介記事の掲載について  

④平成22年度事業計画案の検討について  

⑤区会活動費特別補助金申請の審査について 

⑥平成22年理事会開催予定について 

⑦会員の退会について 1社  

平成 22 年 2 月 10 日 ①委員会設置規程の改正について  

②役員選出方法に関する内規改正案について  

③平成22年度・23年度執行体制について 

④平成22年度役員改選・総会の準備スケジュールについて 

⑤平成22年度総務委員会事業計画（案）について 

⑥「横浜市電子納品」説明会の開催について 

⑦会員の入会について 3社 

⑧会員の退会について 1社 

⑨平成22年新年賀詞交換会の結果について 

平成 22 年 3 月 9 日                  

 

①．平成22年度事業計画（案）について 

②会員の入会について 2社 

６．経理委員会 
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 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 16 日 ①3月迄の主な執行状況について 

②平成20年度事業報告について 

③平成20年度決算報告について 

④平成21年度事業計画（案）について 

⑤平成21年度予算（案）について 

⑥会費未納会員について 

⑦会員に対する退会勧告について 

⑧会員の入退会について 

平成 21 年 6 月 10 日 ①5月迄の主な執行状況について 

②会費未納会員について 

③会員の入退会について 

④平成21年度定期総会経費報告書について 

平成 21 年 7 月 8 日 ①6月迄の主な執行状況について 

②会費未納会員について 

③会員の退会について 

④区会活動助成金・特別補助金申請額について 

平成 21 年 9 月 9 日 ①8月迄の主な執行状況について 

②会費未納会員について 

③会員の入退会について 

④区会活動費助成金・特別補助金の交付額について 

⑤横浜建設業協会キャラクター活用計画について 

⑥新公益法人制度移行による（各区会収支・活動状況等）について 

平成 21 年 10 月 7 日 ①9月迄の主な執行状況について 

②会費未納会員について 

③会員の退会について  

平成 21 年 11 月 11 日 ①10月迄の主な執行状況について 

②会費未納会員について 

③会員の入会について 

④平成22年新年賀詞交換会について 

平成 21 年 12 月 4 日 ①11月迄の主な執行状況について 

②会費未納会員について 

③会員の退会について 

④平成22年新年賀詞交換会の運営について 

平成 22 年 2 月 10 日 ①1月までの主な執行状況について 

②平成21年度収支見込について 

③平成22年度会費収入見込額について 

④賀詞交換会について 
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⑤会費未納会員について 

⑥会員の入退会について 

平成 22 年 3 月 9 日 ①平成22年度収支予算（案）について 

②2月までの予算執行状況について 

③会費未納会員について 

④会員の入会について 

 

７．土木委員会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 14 日 ①横浜市土木事務所長会との対話会について 

②平成21年度土木委員会事業の進め方について 

③横浜市実務者会議開催に向けての打合せ経過について 

④開港博Y150イベント「土木のお祭り2009」打合せ経過について 

平成 21 年 6 月 3 日 ①「土木のお祭り」打合せ経過について  

②横浜市環境創造局・水道局との対話会の打合せについて  

③横浜市土木事務所長会との対話会について 

④平成22年度横浜市予算に対する要望事項について 

⑤平成22年度神奈川県予算に対する要望事項について 

平成 21 年 6 月 24 日 ①「土木のお祭り」について 

②横浜市土木事務所長会との対話会について 

平成 21 年 7 月 15 日 ①横浜市環境創造局との対話会の議題について 

平成 21 年 8 月 4 日 ①横浜市水道局との対話会について 

②「土木のお祭り2009」最終打合せ会議 

平成 21 年 10 月 8 日 ①横浜市環境創造局、道路局、水道局合同による講習会について  

②環境創造局発注工事の電子納品に関する打合せ 結果について 

③「土木のお祭り」の精算について 

平成 21 年 11 月 16 日 ①横浜市土木工事技術・安全講習会について  

②横浜市環境創造局との対話会の質疑事項におけるﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟについて  

平成 21 年 12 月 8 日 ①平成22年度土木委員会事業計画案の検討について 

②横浜市土木工事技術・安全講習会について 

③18区土木事務所の新年挨拶について   

平成 22 年 2 月 10 日 ①平成22年度土木委員会事業計画（案）について  

平成 22 年 3 月 10 日 ①平成22年度事業計画（案）について  

②電子納品写真管理・電子書類作成管理実務研修会について 

③横浜市関係各部局との対話会について 

 

 

８．道路委員会 
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 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 14 日 ①横浜市幹線道路網建設促進決起集会の報告について 

②国道357号の整備促進に関する署名活動の報告について 

③平成21年度道路委員会事業の進め方について 

平成 21 年 6 月 3 日 ①横浜市道路局との対話会について 

②平成22年度横浜市予算に対する要望事項について 

③平成22年度神奈川県予算に対する要望事項について 

平成 21 年 6 月 24 日 ①横浜市道路局との対話会について 

平成 21 年 7 月 15 日 ①横浜市環境創造局との対話会の議題について 

平成 21 年 8 月 4 日 ①横浜市道路局との対話会について 

平成 21 年 10 月 8 日 ①横浜市環境創造局、道路局、水道局合同による講習会について  

平成 21 年 11 月 16 日 ①高速横浜環状北西線「都市計画案」に対する意見書の提出について 

平成 21 年 12 月 8 日 ①平成22年度道路委員会事業計画案の検討について 

②道路整備の促進を求める神奈川大会の報告について 

平成 22 年 2 月 10 日 ①平成22年度道路委員会事業計画（案）について   

平成 22 年 3 月 10 日 ①平成22年度事業計画（案）について  

②横浜市関係各部局との対話会について 

 

９．建築委員会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 14 日 ①平成21年度建築委員会事業の進め方について 

②開港博Y150イベント会場施設について 

③対話会 について 

平成 21 年 6 月 10 日 ①「建築工事施工管理研修教材」製作発表会の開催について 

②対話会報告について 

③建築物視察研修会について 

④平成22年度横浜市予算に対する要望事項について 

⑤平成22年度神奈川県予算に対する要望事項について 

平成 21 年 7 月 10 日 ①「建築工事施工管理・監督の研修用教材」製作発表会の開催について 

②建築物視察研修会の報告について 

③横浜市公共建築物に係る震災時の即時出動訓練について 

④神奈川県県土整備部震災対策訓練について 

⑤屋上緑化について 

⑥横浜市住宅フェアについて 

⑦横浜市住宅リフォーム促進協議会の登録業者紹介制度について 

⑧横浜市住宅リフォーム促進協議会の相談業務に関する協定締結について 

平成 21 年 9 月 10 日 ①第39回横浜市公共建築工事安全パトロールについて 

②神奈川県県土整備部震災対策訓練について 
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③横浜市公共建築物に係る震災時の即時出動訓練の結果について 

平成 21 年 10 月 13 日 ①第39回横浜市公共建築工事安全パトロールについて 

②横浜市まちづくり問題研修会 

③平成21年度第１回建築委員会議題提起について（全中建） 

④開国博Y150イベント会場休憩施設設置 

⑤神奈川県県土整備部震災対策訓練について 

⑥建築技能職業訓練校支援事業について 

平成 21 年 11 月 13 日 ①横浜市まちづくり問題研修会について 

②第39回横浜市公共建築工事安全パトロールについて 

③東京スカイツリーインフォプラザ視察研修会について 

平成 21 年 12 月 8 日 ①平成22年度建築委員会事業計画案の検討について 

②第39回横浜市公共建築工事安全パトロール結果報告会について 

③横浜市まちづくり問題研修会報告について 

平成 22 年 2 月 15 日 ①横浜市電設協会との懇談会について 

②平成22年度建築委員会事業計画（案）について 

③東京スカイツリー建設現場視察について 

平成 22 年 3 月 15 日 ①平成22年度事業計画（案）について  

②平成22年度ハウスクエア横浜「住いの相談員」日程について 

 

 １０．環境問題委員会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 14 日 

 

①平成21年度環境問題委員会事業の進め方について 

②第50回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について 

③古紙回収の状況について  

平成 21 年 6 月 10 日 ①建設発生土の適正処理および建設機械のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ・ｼｽﾃﾑについて 

②第52回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について 

③古紙回収の状況について 

④平成22年度横浜市予算に対する要望事項について 

⑤平成22年度神奈川県予算に対する要望事項について 

平成 21 年 7 月 10 日 ①第53回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について  

②古紙回収の状況について 

③残土搬出とハイブリッド重機見学会について 

平成 21 年 9 月 10 日 ①第54回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について 

②古紙回収の状況について  

③残土搬出とハイブリッド重機見学会の報告について 

平成 21 年 10 月 13 日 ①第55回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について 

②古紙回収の状況について   

平成 21 年 11 月 13 日 ①第56回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について 
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②Ｇ３０建設現場協議会の今後の開催予定について 

③古紙回収の状況について  

平成 21 年 12 月 8 日 ①平成22年度環境問題委員会事業計画案の検討について 

②第57回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について  

③古紙回収の状況について 

平成 22 年 2 月 15 日 ①平成22年度環境問題委員会事業計画（案）について  

②第58回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について 

③古紙回収の況について 

平成 22 年 3 月 15 日 ①平成22年度事業計画（案）について 

②第59回横建協Ｇ３０推進モデル建設現場協議会について  

③古紙回収の状況について  

    

１１．安全防災委員会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 10 日 

 

①平成21年度安全防災委員会事業計画について 

②横浜市安全管理局実務者との意見交換会報告について 

③危機管理セミナーの参加について  

平成 21 年 6 月 11 日 ①青色防犯パトロールについて  

②「横浜市子どもの安全の日」啓発イベントの参加について 

③平成21年度横浜市総合防災訓練について  

④平成22年度横浜市予算に対する要望事項について 

⑤平成22年度神奈川県予算に対する要望事項について 

平成 21 年 7 月 13 日 ①青色防犯パトロールについて 

②「横浜市子どもの安全の日」啓発イベントの参加について 

③平成21年度横浜市総合防災訓練について 

④重機レンタル業者団体との意見交換会について 

⑤安全ポスター作成について 

平成 21 年 9 月 10 日 

 

①平成21年度安全大会について 

②安全ポスター図案について 

③青色防犯パトロールについて  

④「子どもの安全・防犯・防災」啓発イベントの結果について 

⑤平成21年度横浜市総合防災訓練の結果について 

平成 21 年 10 月 9 日 ①平成21年度安全大会について 

②安全ポスターについて 

③大規模地震発生時における建設機械・重機のレンタルについて  

④青色防犯パトロールについて 

⑤第7回危機管理セミナーの開催について  

平成 21 年 11 月 12 日 ①平成21年度安全大会について 
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②青色防犯パトロールについて 

③第8回危機管理セミナーの開催について  

平成 21 年 12 月 8 日 ①青色防犯パトロール出発式について 

②平成22年度安全防災委員会事業計画案の検討について 

③第9回危機管理セミナーの開催について 

④新年初祈願祭の実施について   

平成 22 年 2 月 9 日 ①災害協定における「損害補償」の規定について 

②平成22年度安全防災委員会事業計画（案）について 

③青色防犯パトロール出発式の報告について  

④第11回危機管理セミナーの開催について 

平成 22 年 3 月 9 日 ①平成22年度事業計画（案）について  

②青色防犯パトロール実施状況について  

 

１２．地域建設業総合政策特別委員会 

 年 月 日 議 題 

平成 21 年 4 月 16 日 

 

①横浜発環境住宅研究会について 

②商店街活性化特別協議会について 

③平成21年度事業のすすめ方について 

平成 21 年 5 月 12 日 ①商店街と建設業の地域活性化推進事業について  

②横浜環境ビジネス推進協議会（仮称）について 

③建設業経営研修について 

平成 21 年 6 月 10 日 ①第1回ヨコハマ商建連携推進協議会について 

②第7回ヨコハマ発環境住宅研究会について 

③建設業経営管理者研修「地場建設業の生き残り戦略」 

④平成22年度横浜市予算に対する要望事項について 

⑤平成22年度神奈川県予算に対する要望事項について 

平成 21 年 7 月 13 日 ①ヨコハマ商建連携推進協議会について 

②ヨコハマ発環境住宅研究会について 

平成 21 年 9 月 9 日 ①ヨコハマ商建連携推進協議会について 

②環境住宅研究会について 

③新公益法人制度対策について 

平成 21 年 10 月 8 日 ①ヨコハマ商建連携推進協議会について 

②環境住宅研究会について 

③新公益法人制度対策について 

平成 21 年 11 月 6 日 ①ヨコハマ商建連携推進協議会について 

②環境住宅研究会について 

③新公益法人制度対策について 

平成 21 年 12 月 4 日 ①ヨコハマ商建連携推進協議会について 
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②環境住宅研究会について 

③新公益法人制度対策について 

④平成22年度事業計画案の検討について 

平成 22 年 2 月 10 日 ①ヨコハマ商建連携推進協議会について 

②環境住宅研究会について 

③地域建設業総合政策特別委員会設置規程改正案について 

④平成22年度特別委員会事業計画（案）について 

平成 22 年 3 月 12 日 ①平成22年度事業計画（案）について 

②ヨコハマ商建連携推進協議会について 

③環境住宅研究会について 
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平成 22 年度横浜市予算要望に対する回答 

 

 公共事業の縮小、公共工事受注競争の激化、加えて百年に一度の大不況により、市民の安全で快適な生

活を守り、地域の経済・雇用を維持する地域建設業の存続が危ぶまれています。この難局を乗り切るため、

次の事項を重点に平成２２年度横浜市予算を編成するよう要望します 

 １．国の経済危機対策に適切に対応し、市民生活を支える社会資本整備のための公共事業を増加し、公

共工事の発注にあたっては地元企業の受注機会の増大を図ること。 

 ２．公共工事の入札において予定価格事前公表の廃止および最低制限価格の引き上げにより低価格受注

競争の防止を図り、適正価格での工事契約を推進すること。 

 ３．工事請負契約における片務性を是正し、発注者・受注者の協力のもとで適切な工程管理を行い、設

計変更等への対応を適正に行うこと。 

具体的な要望項目は以下のとおりとします。 

 

１．公共事業の推進について 

要要要要        望望望望    回回回回        答答答答    

(1)(1)(1)(1)国国国国のののの経済危機対策経済危機対策経済危機対策経済危機対策へのへのへのへの適切適切適切適切なななな対応対応対応対応    

 国の経済危機対策による交付金等を活用して５月

補正予算に盛り込んだ公共事業の執行にあたって

は、前倒し発注に努め、地元企業に優先発注するよ

う要望します。 

来年度の国の当初予算で公共投資の大幅な増加が

期待され、これを活用して市民生活を支える基盤と

なる社会資本整備を推進するため公共事業を追加す

るよう要望します。 

 

経済・市民生活対策補正予算に計上された事業に

ついては、早期の発注に取り組むとともに、市内事

業者への発注確保に努めております。 

非常事態ともいえる財政状況にありますが、引き続

き本市事業の事業量及び市内業者の受注機会の確

保に最大限配慮しました。   【行政運営調整局】 

(2) (2) (2) (2) 市街地再開発事業等市街地再開発事業等市街地再開発事業等市街地再開発事業等のののの大規模事業大規模事業大規模事業大規模事業およびおよびおよびおよび国直国直国直国直

轄事業轄事業轄事業轄事業へのへのへのへの市内企業市内企業市内企業市内企業のののの入札参加促進入札参加促進入札参加促進入札参加促進    

 市街地再開発事業等の大規模事業の発注におい

て、共同企業体による入札参加および分離･分割発注

等を活用して市内建設業者の受注機会の拡大を図る

とともに、国直轄事業についても同様の対応により

地元企業の入札参加を促進するよう国への働きかけ

を要請します。 

 

市内事業者以外が入札に参加する技術的難易度

が高い工事において、市内事業者への技術移転が見

込まれる場合については、積極的に技術修得型ＪＶ

を採用しているところです。また、分離・分割発注

を徹底することにより、市内事業者向け発注の拡大

に努めております。      【行政運営調整局】 

国直轄事業など本市が施行主体でない事業につ

いては、本市側から契約の条件等をつけることは困

難でありますが、国に対し、発注にあたっては、で

きるだけ多くの市内業者が受注できるよう要請し

ております。             【港湾局】 

国の直轄事業につきましても、市内経済の活性化

の観点から、「直轄事業に関する意見交換会」など

あらゆる機会を捉え、可能な限り市内中小企業への

発注を国に要請しているところでございます。 

【道路局】 
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(3) (3) (3) (3) 公共施設公共施設公共施設公共施設のののの保全事業保全事業保全事業保全事業のののの推進推進推進推進およびおよびおよびおよび財源確保財源確保財源確保財源確保            

 横浜市公共施設の保全・利活用基本方針が策定さ

れ、老朽化が進む公共施設の安全確保や適切な保全

を行うため、取り組み内容、財政的施策、執行体制

等が検討されています。      

 市内企業を最大限に活用して施設の定期点検およ

び修繕工事等保全事業を計画的･効率的に推進し、国

庫補助の積極的な導入など財源確保に向けて国に働

きかけるよう要望します。     

 

保全工事は市内企業の受注率が高く、市民の安

全・安心の視点から必要不可欠な保全事業の着実な

推進は、同時に地域経済の主役である市内企業の活

性化にもつながるものと考えております。 

 また、厳しい財政状況下で着実に保全事業を推進

し、施設の安全を確保していくため、活用可能な国

庫補助事業について積極的な導入を図るとともに、

民間の技術・資金の活用等にも取り組んでまいりま

す。 

〔参考：平成20年度の市内企業受注率実績〕 

 ①全工事契約：86.2％ 

 ②（保全工事）市民利用施設長寿命化対策工事 

（随意契約分を除く）：100％ 

 ③（保全工事）老朽水道管更新工事：95.4％ 

【都市経営局】    

(4) (4) (4) (4) 土木事務所管内一円工事土木事務所管内一円工事土木事務所管内一円工事土木事務所管内一円工事のののの地元企業地元企業地元企業地元企業へのへのへのへの優先優先優先優先

発注発注発注発注                                            

 道路・下水道等の維持補修工事、災害復旧工事な

ど地域の安全・安心確保に関わる工事を確実に行う

ため、舗装補修・道路整備・下水道整備等の土木事

務所管内一円工事について、地域の災害履歴・地質

地形・交通事情など地域の状況を熟知し、地域住民

との信頼関係のもとで迅速・適切に対処できる当該

区の災害協力業者に発注するよう要望します。    

    

    

工事の発注にあたっては、入札における適正な競

争性の確保の観点から、当該区の建設業者に加え

て、当該区以外の事業者も入札参加対象としていま

す。     

【行政運営調整局】【環境創造局】 

(5) (5) (5) (5) 電線類電線類電線類電線類のののの地中化事業地中化事業地中化事業地中化事業のののの推進推進推進推進            

 電線類の地中化は安全な歩行空間の確保、自然災

害による被害の防止、都市景観の向上、情報通信網

の信頼性の確保など整備効果は多岐にわたるため、

幹線道路のみならず、地域の活性化に向けて商店街

など地域の生活道路にも、簡易でコスト縮減が可能

となる浅層埋設方式を採用するなど事業を拡大する

よう要望します。     

        

 

電線の地中化による道路の無電柱化事業は、防災

上重要な幹線道路や、公共施設周辺で特に歩行者空

間を確保する必要がある場所や、景観に配慮する必

要がある地区などの中から、事業の進ちょく状況や

財政状況を勘案しながら、電線企業者と協議の上、

事業対象路線を選定しています。厳しい財政状況の

中で、整備ができる箇所は非常に限られております

が、効率的・効果的な整備を進めてまいります。 

また本市では、現場の状況などにより浅層埋設方

式が採用できる箇所は限られていますが、可能な限

りコストの縮減を図ってまいります。  【道路局】    
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(6) (6) (6) (6) いえいえいえいえ・・・・みちみちみちみち    まちまちまちまち改善事業改善事業改善事業改善事業のののの推進推進推進推進                     

密集住宅市街地の防災性の向上と住環境の改善を

めざす「いえ・みち まち改善事業」については事

業未着手の地区も多く、大規模地震の発生予測を考

慮すれば事業実施地区の拡大は緊急の課題です。対

象地域と十分な調整を図り防災まちづくり計画を策

定し、狭あい道路の解消、老朽住宅の建替え等改善

事業の実施地区をさらに拡大するよう要望します。  

                     

 

「いえ・みち まち改善事業」の対象地区におい

て、現在、11地区の協議会が設立され、防災まちづ

くり計画の策定などの活動が活発に行われてきま

した。この結果、平成 21 年度まで８地区において

事業実施しております。平成 22 年度には、さらに

１地区で事業着手し、合計９地区に事業実施地区を

拡大する予定です。 

事業実施中の地区において、地域の総合的な防災

性の向上に向けて、狭あい道路拡幅整備や広場・公

園整備、老朽建物の建替促進・耐震改修等を行うと

ともに、地域のコミュニケーションを大切にし、防

災意識や助け合い精神を高める取り組みを、引き続

き進めていきます。       【都市整備局】    

(7) (7) (7) (7) 未利用市有地未利用市有地未利用市有地未利用市有地をををを活用活用活用活用したしたしたした住宅建設事業住宅建設事業住宅建設事業住宅建設事業のののの推進推進推進推進 

 未利用市有地の活用により介護施設つき高齢者向

け賃貸住宅や環境に配慮した住宅の普及のためのモ

デル事業など、高齢化社会および地球温暖化を見据

えた住宅建設事業を推進するよう要望します。また

横浜経済を活性化するため、住宅の建設・維持管理

など事業推進においては市内企業を最大限に活用す

るよう要望します。 

    

平成 21 年度から、市有地を活用した環境に配慮

した住宅の普及のためのモデル事業に取り組んで

おります。またこの中で、市内企業の参入方法など

横浜経済の活性化に資する仕組みの導入を検討し

ておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

【まちづくり調整局】 

    

(8) (8) (8) (8) 市営住宅維持修繕工事市営住宅維持修繕工事市営住宅維持修繕工事市営住宅維持修繕工事のののの地元企業地元企業地元企業地元企業へへへへのののの優先発優先発優先発優先発

注注注注        

 市営住宅管理業務に指定管理者が全面的に導入さ

れ、地元企業が行っていた市営住宅の一般修繕工事

の多くは市外業者に発注されると推察されます。    

市内経済の活性化と地域建設業の振興のために、地

元企業が培った修繕工事の経験と技術を有効に活用

して、市営住宅の一般修繕工事はもとより計画修繕

および退去後の空き家修繕についても地元の建築一

式工事請負業者に優先発注するよう要望します。     

    

計画修繕、空家修繕とも、指定管理者制度導入後

も引き続き横浜市住宅供給公社に委託しておりま

す。 同公社は入札により業者を決定しています

が、特別な内容の修繕を除き、市内業者に発注して

おります。 また、一般修繕は、指定管理者が実施

しております。 指定管理者に修繕業者を義務付け

することはできませんが、２０年度の指定管理者の

募集において、市内企業の活用を求め、選定の評価

に加えました。指定管理者が実施する一般修繕は、

ほとんどが小規模や緊急性の高いものです。遠方の

業者では小回りが利かないため、市内又は近傍の業

者が多くなっているものと考えております。 

【まちづくり調整局】    
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２．道路整備の促進について 

要要要要        望望望望    回回回回        答答答答    

(1) (1) (1) (1) 横浜環状道横浜環状道横浜環状道横浜環状道路路路路およびおよびおよびおよび関連街路関連街路関連街路関連街路のののの整備促進整備促進整備促進整備促進        

横浜環状南線・北線および関連街路の早期完成に

向けて建設工事等を促進し、北西線は都市計画や環

境影響評価の手続きを遅滞なく進め早期に事業着手

するよう要望します。    

また高速道路会社が発注する横浜環状道路および関

連街路の整備工事について、共同企業体への発注や

分離・分割発注等を活用し地元企業の受注機会を創

出するよう事業者に働きかけるとともに、横浜市の

関連街路整備工事は地元企業に優先発注するよう要

望します。      

     

 

横浜環状道路は、横浜市の交通体系の骨格を形成

する重要な路線として事業を進めています。 

横浜環状南線については、平成21年 6月に全線

で設計用地の説明が終了しました。引き続き、国や

東日本高速道路株式会社と連携して、用地取得を積

極的に進め、平成 27 年度の供用を目指して、早期

に本格的な工事に着手できるよう努めていきます。 

横浜環状北線については、現在、シールドマシン

の製作を行っており、平成 22 年秋に掘削を開始す

る予定です。引き続き早期完成に向けて、事業者で

ある首都高速道路株式会社と連携しながら用地取

得及び工事を積極的に進めます。 

南線、北線関連街路につきましても、本線と共に、

早期完成に向けて、引き続き用地取得及び工事を積

極的に進めます。 

横浜環状北西線については、平成21年10月に都

市計画案や環境影響評価準備書の公告・縦覧、地元

説明会を実施しました。今後は早期の事業化に向け

て、平成22年度の都市計画決定を目指して、国等、

関係機関との協議・調整を図るなど、手続きを進め

ます。 

 また、横浜環状南線、北線及び本体と一体不可分

な関連街路の整備につきましては、ご要望の趣旨を

首都高速道路株式会社等事業者にお伝えします。本

市で発注する関連街路工事につきましては、本市の

契約手続きに基づいて対応いたします。 【道路局】 

(2) (2) (2) (2) 都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路のののの整備促進整備促進整備促進整備促進        

横浜市の都市計画道路整備率は６４．９％と大都

市の中でも整備が遅れているため、市域の一体化に

より市内経済の発展と市民生活の利便性の向上をも

たらし、渋滞緩和による環境改善を図るため、都市

計画道路の整備を一層促進するよう要望します。    

 

都市計画道路（幹線道路）の整備につきましては、

横浜の再生・発展を支える交通ネットワークの形成

の実現を目指し、３環状１０放射道路を中心に、早

期に整備効果が現れるよう、効率的な道路整備を進

めております。           【道路局】 

(3) (3) (3) (3) 国直轄国直轄国直轄国直轄道路維持管理事業道路維持管理事業道路維持管理事業道路維持管理事業のののの地方自治体地方自治体地方自治体地方自治体へのへのへのへの移移移移

管管管管            

国および地方自治体管理の道路の維持・補修およ

び災害復旧に係る工事を地元企業が一体的に行うこ

とにより工事の効率化と経費節減を図るため、国直

轄道路の維持管理事業について財源を含めて地元自

治体に移管するよう国への働きかけを要請します。    

    

維持管理を含め、直轄国道の権限移譲に関して

は、地方のニーズを的確に反映する地方分権の観点

より、財源の措置などの諸課題を解決したのちに移

管するよう、国への要望を行っているところです。

今後も継続して要望してまいります。  【道路局】 
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３．公共工事の入札･契約制度の改善について 

要要要要        望望望望    回回回回        答答答答    

(1) (1) (1) (1) 予定価格事前公表予定価格事前公表予定価格事前公表予定価格事前公表のののの全面的廃止全面的廃止全面的廃止全面的廃止                                                                                        

 予定価格の事前公表は入札参加者の積算意欲を

低下させ、適切な工事施工や健全経営のための正常

な積算を阻害し、最低制限価格に合わせた入札が多

く適正な競争が行われないなど著しい弊害がある

ため、早急に全面的に廃止するよう要望します。    

 

予定価格の事前公表については、現在、事後公表

の試行を行っておりますが、低価格競争との関連性

が明らかになったとは言えない状況です。このた

め、低価格競争等との関連性について継続して検証

するため、平成 22 年度は件数を増やして試行を継

続するとともに、工事成績との相関関係についても

分析します。         【行政運営調整局】 

(2) (2) (2) (2) 予定価格予定価格予定価格予定価格のののの適正適正適正適正なななな設定設定設定設定                                                                                            

 予定価格について、見積もりを活用した積算方式

を採用するなど資材等の実勢価格を適切に反映さ

せ、労務費については建設労働者の適正賃金水準、

労働条件等を勘案して適正に設定し、いわゆる歩切

りにより予定価格を不当に切り下げることのない

よう要望します。    

 

市場の実勢価格を反映した設計単価に基づく積

算を実施し、適正な予定価格を設定しています。 

【行政運営調整局】 

 

 

(3) (3) (3) (3) 最低制限価格最低制限価格最低制限価格最低制限価格のののの適正水準適正水準適正水準適正水準へのへのへのへの引引引引きききき上上上上げげげげ    

 本年７月に改正された最低制限価格は予定価格

の概ね８５％で本店経費等の管理経費が抑制され、

建設企業の経営を継続できる水準となっていませ

ん。公共工事の品質を確保し地域の経済・雇用を維

持するため、従業員給料・退職金・福利費など企業

の雇用・能力の維持に繋がる管理経費を加味し、最

低制限価格を予定価格の９０％以上に設定するよ

う要望します。     

 

最低制限価格については、工事に必要な経費を適

正に最低制限価格に反映することにより建設事業

者の健全な経営環境や工事の品質の確保を図るた

め、21年7月に国の基準に準じ算出式を見直しする

とともに、その上限を予定価格の90％へ引き上げた

ところです。 

今後とも国の動向を見守ってまいります。 

【行政運営調整局】 

(4) (4) (4) (4) 総合評価落札方式総合評価落札方式総合評価落札方式総合評価落札方式へのへのへのへの最低制限価格制度最低制限価格制度最低制限価格制度最低制限価格制度のののの導導導導

入入入入                                                                             

 総合評価落札方式における低価格受注競争を防

止し、建設企業の継続的経営を可能にする適正な価

格で品質も優れた内容の工事契約を実現するため、

他の地方自治体の対応状況も踏まえ、低価格に誘導

する要因となっている予定価格の事前公表および

低入札価格調査制度を見直し、最低制限価格制度を

導入するよう要望します。 

 

総合評価落札方式の一般競争入札については、法

令の制約により低入札価格調査制度を採用してい

ます。            【行政運営調整局】 

(5) (5) (5) (5) 公共工事公共工事公共工事公共工事のののの中間前払金制度中間前払金制度中間前払金制度中間前払金制度のののの導入導入導入導入                                                        

 横浜市の公共工事の前払金は請負金額の４０％

の範囲で認められ、中間期の資金需要に対しては部

分払いの請求が制度化されていますが、中小建設業

者の資金繰りをさらに改善するため、比較的簡便な

手続きで短期間に支払を受けられる中間前払金制

度の導入を要望します。    

 

契約当初に支払う前金払に加え、工期半ばに追加

して支払う中間前金払制度については、導入するた

めの準備を進めています。   【行政運営調整局】 
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(6) (6) (6) (6) 工事発注工事発注工事発注工事発注におけるにおけるにおけるにおける設計内容設計内容設計内容設計内容、、、、用地買収用地買収用地買収用地買収およびおよびおよびおよび事事事事

前調整等前調整等前調整等前調整等のののの不備不備不備不備のののの是正是正是正是正        

 工事の発注にあたり、現場の施工条件に合わない

設計、不適切な単価・数量、不明確な施工条件など

設計の不備を是正し、不完全な用地買収や地元・関

係機関との事前調整の不備による大幅な設計変更、

着工延期、工事中断、工期延長が生じないよう対処

をお願いします。    

 

 

工事の発注に当たっては、十分な事前調整や適正

な施工条件の明示が必要と考えており、今後も適正

な工事発注に向け、努めてまいります。 

【都市整備局】 

    

４．工事施工の適正化について 

要要要要        望望望望    回回回回        答答答答    

(1) (1) (1) (1) 設計変更等設計変更等設計変更等設計変更等へのへのへのへの適切適切適切適切なななな対応対応対応対応    

発注者に起因する着工延期、工事の中断、工期延

長、大幅な工事の変更・追加等については、受注者・

発注者間の円滑な協議・調整により適切に設計変更

を行い、変更に伴う対価の支払いを適正に行うよう

要望します。 

 

「設計変更ガイドライン」や「工事の一時中止に

係るガイドライン」に基づき、適切な対応及び手続

きの円滑化を図っています。    【都市整備局】 

(2) (2) (2) (2) ワンデーレスポンスワンデーレスポンスワンデーレスポンスワンデーレスポンスのののの導入導入導入導入        

発注者・受注者の協力により適切な工程管理を行

い、施工中に発生する問題を迅速に解決し工期の短

縮および品質の向上を図るため、国土交通省が推進

して成果を上げている「ワンデーレスポンス」を導

入するよう要望します。 

 

ワンデーレスポンスについては、試行を拡大して

まいります。           【都市整備局】 
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平成 22 年度神奈川県予算要望に対する回答 

 

１．公共事業の推進について 

要要要要        望望望望    回回回回        答答答答    

①①①①国国国国のののの経済危機対策経済危機対策経済危機対策経済危機対策へのへのへのへの適切適切適切適切なななな対応対応対応対応        

 国の経済危機対策による交付金等を活用して６

月補正予算に盛り込んだ公共事業の執行にあたっ

ては、前倒し発注に努め地元企業に優先発注するよ

う要望します。また国の来年度当初予算では公共投

資の大幅な増加が期待されるため、これを有効に活

用して、地域経済と市民生活を支える基盤となる社

会資本整備を推進するための公共事業を追加する

よう要望します。 

 

６月補正予算に盛り込んだ公共事業の執行に当た

っては、上半期発注率８割を目標に取り組み、目標

を達成いたしました。まだ発注していない案件につ

きましても、早期の発注に努めてまいります。 

公共工事の発注については、原則として 250 万円

を超える案件は条件付き一般競争入札を実施してお

り、参加資格要件として工事施行箇所を中心とした

地元優先の地域要件を設定することとしています。 

急激な景気の悪化により、建設業界をとりまく厳

しい経営環境を踏まえ、厳しい財政状況にあっても、

厳選した重点課題や都市基盤整備の推進を図るた

め、今後とも、国への要望活動を積極的に行うなど、

事業予算の確保に努めてまいります。 

②②②②横浜環状道路横浜環状道路横浜環状道路横浜環状道路のののの整備促進整備促進整備促進整備促進およびおよびおよびおよび整備工事整備工事整備工事整備工事におけにおけにおけにおけ

るるるる地元企業地元企業地元企業地元企業のののの活用促進活用促進活用促進活用促進    

 横浜環状南線・北線および関連街路の早期完成に

向けて用地取得および建設工事を促進するととも

に、北西線については都市計画や環境影響評価の手

続きを進め、早期に事業着手するよう要望します。

また高速道路会社が発注する横浜環状道路および

関連街路の整備工事について、共同企業体への発注

や分離・分割発注等を活用し地元企業の受注機会を

創出するよう事業者への働きかけを要請いたしま

す。 

 

高速横浜環状南線及び北線については、現在、国

や高速道路会社において、地元の方々のご理解を得

ながら、調査や用地の取得が進められるとともに、

北線では、一部の区間で工事に着手しております。

引き続き国や高速道路会社に対し、整備促進を働き

かけてまいります。 

 また、高速横浜環状北西線については、平成21年

３月に都市計画素案の説明会が開催され、あわせて、

環境アセスメントの手続きが進められております。                             

引き続き国等に対し、早期に事業着手するよう働き

かけてまいります。 

③③③③国直轄道路維持管理事業国直轄道路維持管理事業国直轄道路維持管理事業国直轄道路維持管理事業のののの地方自治体地方自治体地方自治体地方自治体へのへのへのへの移管移管移管移管    

 国および地方自治体管理の道路の維持・補修およ

び災害復旧に係る工事は地元企業が一体的に施工

することにより工事の効率化と経費節減をはかる

ことが可能であるため、国直轄道路の維持管理事業

について財源を含めて地元自治体に移管するよう、

国への働きかけを要請します 

 

一般国道のうち、全国又は首都圏の広域ネットワー

クを形成する路線以外の管理権限については、必要

な財源等とあわせて地方に移譲し、地方が自らの責

任と判断で、地域のニーズにあった道路の整備や維

持管理ができるようにすべきであると考えておりま

す。 

そのため、国道１号のバイパスの現道区間や、国道

16号及び246号等について、必要な財源の移譲や人

員確保の仕組みを構築したうえで、県に管理権限を

移譲するよう、現在、国土交通省と協議を進めてい

るところです。 

なお、横浜市及び川崎市内の直轄国道については、
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それぞれの市が協議を進めています。 

④④④④電線類電線類電線類電線類のののの地中化事業地中化事業地中化事業地中化事業のののの推進推進推進推進            

電線類の地中化は安全な歩行空間の確保、自然災

害による被害の防止、都市景観の向上、情報通信網

の信頼性の確保など整備効果は多岐にわたるため、

平成２１年度から始まる５ヵ年計画においてより

積極的に事業を推進するよう要望します。   

 

 

電線地中化事業は、安全で快適な歩行空間の確保や

都市景観の向上、さらには、防災上の観点からも重

要な事業であると認識しており、今後も積極的に取

り組んでまいります。 

平成21年度から始まる５か年計画では、県管理道

路において19路線29箇所、道路延長L=12.57ｋｍを

整備路線に位置付け、計画的に事業を推進してまい

ります。 

 

２．公共工事入札・契約制度の改善について 

要要要要        望望望望    回回回回        答答答答    

①①①①予定価格予定価格予定価格予定価格のののの適正適正適正適正なななな設定設定設定設定            

予定価格の設定にあたり、必要に応じて見積もり

を活用した積算方式により資材等の最新の実勢価

格を適切に反映させ、労務費については公共工事設

計労務単価を機械的に採用するのではなく、建設労

働者の適正賃金水準、労働条件等を勘案して積算す

るよう要望します。また、いわゆる歩切りにより予

定価格を不当に切り下げることのないよう要望し

ます。 

 

資材単価については、県では、通常、資材単価の

改定を年４回実施しておりますが、市場価格の変動

が激しい場合には、可能な限り最新の市場価格にあ

わせることが必要と考え、適宜、主要な資材につい

て単価の改定を行なっております。 

また、労務単価は、国土交通省とともに、毎年「公

共工事労務費調査」を実施し、県内公共工事の実績

賃金等を調査のうえ、決定しております。 

見積りを活用した積算方式は、国が入札不落・不

調対策として、試行的に実施している段階であり、

本県では導入しておりませんが、国の検証結果等に

ついて注視してまいります。 

②②②②最低制限価格最低制限価格最低制限価格最低制限価格のののの適正水準適正水準適正水準適正水準へのへのへのへの引引引引きききき上上上上げげげげ    

 本年６月、最低制限価格率の上限および算定に用

いる一般管理費の補正率の見直しが行われました

が、見直しによる最低制限価格の水準では本店経費

等の管理的経費が抑制され、建設企業の経営を継続

することは困難です。公共工事の品質確保および地

域の経済・雇用の維持を図るため、従業員給料、退

職金、福利費など企業の雇用・能力の維持に繋がる

管理的経費を加味して、最低制限価格を予定価格の

９０％以上の水準に設定するよう要望します。また

最低制限価格の引き上げは平成２３年３月３１日

までの時限的措置としておりますが建設企業の継

続的経営および地域建設業の維持発展のために適

用期間の延長を要望します。 

 

神奈川県では、県内中小建設業の厳しい経営状況

を配慮し、緊急経済対策の一環として最低制限価格

率の見直しを行い、平成21年６月１日以降に入札公

告したものから適用しております。 

今回の見直しでは、一般管理費の補正を0.1から0.3

に見直すこととし、最低制限価格率の上限を85％か

ら90％といたしました。 

これまで、一般管理費については、県との契約の

保証に必要な経費のみを対象としてまいりました

が、県内中小建設業の厳しい経営状況に配慮し、工

事の施工に間接的に必要となる機械装置の修繕維持

費や従業員の給与手当等を一般管理費の対象といた

しました。 

今後も厳しい経済情勢や落札状況について、注視し

てまいります。 
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③③③③現場代理人現場代理人現場代理人現場代理人のののの常駐義務常駐義務常駐義務常駐義務のののの緩和緩和緩和緩和    

 神奈川県発注の工事の現場代理人は工事契約額

１，０００万円（建築工事は５００万円）未満の工

事について２件までの工事の兼務が認められてい

ます。建設業を取り巻く厳しい経営環境を踏まえ、

中小建設業者の公共工事の受注機会の拡大を図る

ために、兼務できる工事の範囲を拡大するなど現場

代理人の常駐義務を緩和するよう要望します。 

 

現場代理人が兼務できる工事については、現下の

厳しい社会経済情勢を踏まえ、県内中小建設業者の

受注機会の拡大を図るとともに、受注者の利便性の

向上を図るため、平成21年９月１日以降に発注の

工事から、契約額が1,000万円未満（建築工事に当

たっては、500万円未満）の工事から、2,500万円

未満（建築工事に当たっては、1,000万円未満）の

工事に拡大するとともに、対象を同一部局内の工事

から、神奈川県が発注する全部局の工事に拡大いた

しました。 

④④④④総合評価方式総合評価方式総合評価方式総合評価方式のののの評価項目評価項目評価項目評価項目のののの範囲拡大範囲拡大範囲拡大範囲拡大    

 総合評価方式における「企業の社会性・信頼性」

の評価項目の範囲を拡大し、企業の地域要件を盛り

込むとともに、地域建設業者が取り組んでいる子ど

もの防犯活動、環境への取り組み、ボランティア活

動、地域行事への参加等の地域貢献活動を含めるよ

う要望します。 

 

 

 

県土整備部では、工事に関して、平成17年度よ

り総合評価方式の試行を開始し、平成19年５月に

「神奈川県県土整備部における総合評価方式の試

行に関する運用ガイドライン」を策定し、実施件数

の拡大を図ってまいりました。そして、これまでの

試行結果を踏まえ平成20年４月と平成21年４月に

ガイドラインの改定を行ったところであります。 

平成21年の改定では、「配置予定技術者の技術

的能力」の評価種別において、主任技術者等表彰の

実績を追加、「企業の技術的能力」の評価種別にお

いて、工事成績評定点を過去２年間の平均点から過

去３年間の平均点に拡大、「技術提案」や「技術的

所見」の評価種別において、CO2排出削減の項目を

追加するなど、企業の技術力や環境の取組み等の評

価項目について範囲の拡大を行ったところでござ

います。 

地域貢献活動については、「企業の社会性・信頼

性」の評価種別において、地域特有の課題（施策）

への取組みを評価する項目を設けており、発注事務

所長の判断により地域の特性などに応じて選択す

ることができるものであり、ボランティア活動等、

工事の特性を踏まえ、評価項目の設定に努めてまい

ります。 

今後も引き続き、評価項目について検証を進め、

ガイドラインの改定を行い「公共工事の品質確保」

と「建設業者の健全育成」の一層の充実に取り組ん

でまいります。 

 

 


